
　

　

　 桶川市役所（仮設庁舎）

１月１日現在 対前月比

人口と世帯も
く
じ

　

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpokegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

2018

2
NO.

1001

■
平
成
30
年
・
2
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
長
　
小
野
克
典

■
発
行
／
桶
川
市
役
所
　
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課

広
報

O
k
e
g
a
w
a
 
c
i
t
y
 
P
u
b
l
i
c
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
m
a
g
a
z
i
n
e

http://www.city.okegawa.lg.jp

TEL：０４８－７８６－３２１１（代表）
〒３６３－８５０１ 桶川市上日出谷936－1

FAX：０４８－７８６－９８６６

広報

 
O k e g a w a  c i t y  P u b l i c  r e l a t i o n

s m a g
a z i n

e

2
2 0 18

１日発行

べに花の郷

月号

No.
1001

人口 人

　男 人

　女 人

世帯数 世帯

人　

人　

人　

世帯

●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・いいトコみっけ隊

平成30年　桶川市成人式典の様子

　おけがわ「結婚を願う親との交流会」

まちの話題
　文化財を訪ねて―見てある記―
　フォトスケッチ
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸

暮らしの中の男女共同参画

健康ステーション

P19
　子育て広場 P20

P23

いっしょにDOですか？ P17

P23
P24
P27

P14
P16
P22
P28
裏表紙

特集 P02

P02

P04

P12

市県民税の申告のご案内

P05情報ステーション

P08　求職中で家賃の支払いにお困りでは
　ないですか

P05　児童発達支援センターいずみの学園
　の臨時職員を募集します

　「平和へのメッセージ実行委員」および
　「出演団体」を募集します

P15

75,234
37,389
37,845
31,851 ＋10

－8
＋1
－7



  

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
法
律
が
整
備
さ
れ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
必
要
と
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
2
0
1

7
年
版
世
界
男
女
格
差
指
数
で
は
、
日
本
は

144
か
国
中
114
位
と
、
過
去
最
低
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
健
康（
1
位
）」、「
教
育（
76

位
）」
と
比
較
し
、「
政
治（
123
位
）」、「
経
済

（
114
位
）」
の
分
野
の
男
女
間
の
格
差
が
特
に

大
き
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
社
会

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
活
躍
し
た
い
と
希
望
す
る
す
べ
て
の
女
性

が
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
と
な

る
た
め
に
は
、
職
場
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
の
中
で
も
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
役
割

分
担
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

男
で
○（
ま
る
）、女
で
○（
ま
る
）、共
同
作
業
で
◎（
に
じ
ゅ
う
ま
る
）※

　
働
き
方
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
家
庭
や
地

域
、
職
場
だ
け
で
も
様
々
で
す
。

　
「
女
だ
か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男

女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
、
男
女
が
と
も
に
輝
け
る
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
ぜ
ひ
様
々
な
場
面
で
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
毎
年
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
見

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
研
修
会
へ
の
交
通
費
を
助
成
す
る
制
度

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
も

一
緒
に
学
び
、
暮
ら
し
の
中
で
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

「
男
で
○
（
ま
る
）
、
女
で
○
（
ま
る
）
、
共
同
作
業
で
◎
（
に
じ
ゅ
う
ま
る
）」

…

平
成
29
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間
（
毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

　
司
法
書
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
井
口

鈴
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
井
口
さ
ん
は
、
27
歳
の
時
、
埼
玉
県
で
290
名

い
る
司
法
書
士
の
中
で
4
番
目
の
女
性
司
法
書

士
と
し
て
市
内
で
開
業
し
、
多
方
面
で
ご
活
躍

さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

Q
　
司
法
書
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

A
　
会
社
で
は
男
性
が
優
遇
さ
れ
る
時
代
だ
っ

た
の
で
何
か
資
格
を
取
れ
ば
、
男
女
平
等
に

働
け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Q
　
新
人
司
法
書
士
時
代
に
男
女
間
格
差
を
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

A
　
特
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
は
、
女
性
の
司
法
書
士
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
依
頼
者
や
相
談
者
か
ら
は
覚
え

て
も
ら
い
や
す
か
っ
た
で
す
。

Q
　
「
司
法
書
士
」
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て

A
　
自
分
は
「
人
間
が
好
き
」
だ
か
ら
、
こ
の

仕
事
が
好
き
で
す
。
定
年
が
な
い
の
も
よ
い

の
で
す
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
り
が
自
分
を

豊
か
に
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
が
結
果
的
に
相

談
者
や
依
頼
者
に
還
元
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

Q
　
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
女
性
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
　
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
を
よ
く
考
え

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
れ
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
と
こ
と
ん
や
り
ぬ
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
法
律
が
整
備
さ

れ
、
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　女性としての様々な悩み・・・
　仕事や職場、夫婦や子ども、友人や自分自身
など、誰にも話せなかった悩みを話してみませ
んか？県外の女性相談専門のカウンセラーが相
談をお受けします。
相談日時▶毎月第 2・ 4月曜日（原則）
　　　　　※予約制
　　　　　10：00～12：00、13：00～16：00
　　　　　相談時間は一人50分
相談場所▶市役所仮設庁舎相談室
※ 5月の相談から新庁舎で行う予定です。

　アソシエは、男女共同参画社会の実現を目指し
て、学習、交流をするための場所です。ぜひ、一人
でもお気軽に利用してください。
場所▶さくらフレンド内（東中学校裏にある勤労青

少年ホームの中です）
開設時間▶ 9 ：00～21：30（原則）
広さ▶約23㎡（10人程度の利用は十分可能です）
利用方法▶予約は不要です。
その他▶貸し出し用の男女共同参画に関する書籍な

どもありますのでご活用ください。
※ 5月 7日㈪から新庁舎 2階に移転予定です。

  
家
庭
で
の
働
き
方

　
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
家
庭
内
で
や

る
べ
き
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
役
割
が
固
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
例
え
ば
夫
婦
間
で
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
、

「
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
の
に
ご
は
ん
を
作
ら

な
き
ゃ
」
と
慌
て
る
の
で
は
な
く
、
「
こ
れ

は
私
、
そ
れ
は
あ
な
た
」
と
い
う
よ
う
に
、

生
活
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度
相
談
し
、
分
担

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
で
き
な
い
か
ら
と
一
方
的
に
頼
む

の
で
は
な
く
、
一
緒
に
や
る
、
得
意
分
野
で

分
担
す
る
な
ど
、
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
で
、
家
庭
で
の
働
き
方
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

地
域
で
の
働
き
方

　
地
域
活
動
の
中
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
は

た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
運
営
の
中
心
と
な
る

と
、
「
代
表
は
男
性
が
行
う
も
の
」
と
思
う

方
が
多
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
で
、
男
性
の
参
加
が
多
い
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
消
防
団
員
な
ど
で
は
、
全
国
的

に
見
る
と
少
し
ず
つ
で
す
が
女
性
の
参
加
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

  

職
場
で
の
働
き
方

　
あ
る
企
業
で
は
、
女
性
社
員
の
頑
張
り
が

評
価
さ
れ
、
会
社
と
し
て
も
い
い
サ
イ
ク
ル

と
な
り
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
が

促
進
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
男
性
の
育
児
休
暇
の
取
得
や
長
時
間
労
働

の
見
直
し
な
ど
、
法
整
備
に
よ
り
様
々
な
勤

務
形
態
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
、
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス…

仕
事
と
仕
事
以
外
の

生
活
と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る

働
き
方
・
生
き
方
の
こ
と
。

※

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ…
多
様
性
。
性
別
や
国
籍
、
年

齢
な
ど
に
関
わ
り
な
く
、
多
様
な
個
性
が
力
を
発
揮

し
、
共
存
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
と
言
う
。

　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
職
業

生
活
を
営
み
、
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
女
性
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
8
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
働
き
方
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

活
躍
す
る
女
性
に

　
　聞
い
て
み
ま
し
た
！

変
わ
る
！
女
性
の
働
き
方
　〜
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
〜

変
わ
る
！
女
性
の
働
き
方
　〜
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
〜

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報
『
か
が
や
き
』
広
報
版

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

作
成
協
力
▼
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報

「
か
が
や
き
」
編
集
委
員

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

女性相談 ～フェミニストカウンセリング～アソシエを知っていますか？

子どもができたら仕事を辞め、子どもに手がか
からなくなったら再び仕事をする
結婚や出産にかかわらず、ずっと仕事を続ける
子どもができるまでは仕事を続け、子どもがで
きたら仕事を辞める
結婚するまでは仕事を続け、結婚したら辞める
仕事は持たない
その他

48.3%

30.1%

13.5%

女性の働き方について、望ましいと思うのはどれですか

桶川市男女共同参画
　市民意識調査より（抜粋）

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
な
？

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
な
？

「女だから」「男だから」というのは関係ないよね

職
業
イ
ラ
ス
ト
提
供
：
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

子どもが好きだから保育士になりたいなぁ 人の役に立つ仕事
が

したいなぁ

※

※

2.6%

4.8%

0.7%
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
２月

●
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
平
成
29
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告
を
含
む
）
を

す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源

泉
徴
収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
（
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
各
種
控
除
を
追
加
す
る
場
合

は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

③
昨
年
の
収
入
が
な
く
、
市
内
に
住
む
家
族
・
親

族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

▼
年
金
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
人
で
、
確
定
申
告
が
不
要
の
人

で
も
、
年
金
天
引
き
以
外
の
追
加
の
控
除
（
社
会

保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料

控
除
、
医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
が
あ
る

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
給
与
も
し
く
は
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
確
定
申
告
が
不
要
の
人

で
も
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
経
費
が
あ

る
人
は
合
わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
市
県
民
税
申
告
書（
申
告
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
平
成
29
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
期
間
の
収

入
金
額
や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

給
与
明
細
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
平
成
29
年
中

に
支
払
っ
た
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
）

（
例
）
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
。

障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
人
は
障
害
者
手
帳
や
認

定
書
な
ど
。
医
療
費
控
除
も
し
く
は
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
特
例

を
申
請
す
る
人
は
明
細
書
。

※
医
療
費
の
領
収
書
が
提
出
不
要
と
な
り
、
代
わ

り
に
明
細
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

・
個
人
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類

（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
人
の
個

人
番
号
も
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
個
人
番
号
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

●
郵
送
で
の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申
告
書
を
記
入
し
た
人
は
郵
送
で

の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
記
入
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印

の
う
え
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
写
し
可
）
を
同
封
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
扶
養
家
族
の
記
入
漏
れ
や
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

が
な
い
場
合
、
所
得
、
控
除
を
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
記
入
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
市
県
民
税
申
告
会
場
」
で
の
申
告
受
付

　
申
告
は
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会

場
に
申
告
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
3
月
6
日
㈫
〜
15
日
㈭
（
土
・
日
を

除
く
）
の
間
、
市
役
所
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

送
付
先
　
〒
363
–
8501
　
住
所
記
入
不
要

　
　
　
　
桶
川
市
役
所 

税
務
課
市
民
税
担
当

　
2
月
21
日
㈬
か
ら
、
市
県
民
税
の
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
内
容
は
、
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
県
民

税
の
申
告
を
し
た
人
へ
は
、
1
月
下
旬
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
3
月
15

日
㈭
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
の
日
程
お
よ
び
必
要
書
類
の
詳

細
は
、
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
蜊
税
務
課

市
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

お
詫
び

と
訂
正

　
広
報
１
月
号
と
同
時
配
布
し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の  

２
医
療
費
（
上
記
１
以
外
）
の

明
細
の
⑶
医
療
費
の
区
分
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○正
「
医
薬
品
購
入
」　
○誤
「
医
療
品
購
入
」 

　※

配
布
済
み
の
明
細
書
は
、そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

・

・

受付日 対象地区 受付会場

２
月

21日㈬ 東・西・南・北

東公民館
（末広
　2-8-29）

22日㈭ 坂田・坂田東

23日㈮ 末広・若宮・寿

26日㈪

神明・小針領家・
倉田・朝日・加納・
篠津・五丁台・
舎人新田・赤堀

28日㈬ 鴨川・泉
市役所分庁舎

（上日出谷
　　 936-1）

３
月

1 日㈭ 下日出谷・下日出谷西

2 日㈮ 上日出谷

5 日㈪ 川田谷

受付時間▶
午前 9時～11時・午後 1時～3時30分
※期間中は、市役所税務課では受け付けません。
※上記受付日以外は、受付会場に税務課職員がいない
ため、受け付けできません。
※毎年、申告初日や午前中は会場が大変混み合いま
す。できるだけ混雑を避けて来場してください。
※駐車場は限りがあります。公共交通機関を利用して
ください。
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次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
内
田　

光
義　

様

　
　

絵
画
一
点
（
題
名
：『
伊
豆
伊
東
港
』

　
　

制
作
者
：
田
村　

武
弘
）

○
浅
見
工
業
株
式
会
社　

様

　

株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行　

様

　
　

デ
ジ
タ
イ
マ
柔
道　

１
台

　
　

体
育
祭
退
場
門
横
断
幕　

１
枚

　

詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

次
の
方
か
ら
寄
附
（
現
金
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

上
尾
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

桶
川
地
区　

様

　

詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
学
校
薬
剤

師
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

（
元
桶
川
市
立
桶
川
中
学
校

学
校
薬
剤
師
）

　

詳
し
く
は
蜊
秘
書
広
報
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
保
護
司
と

し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

（
鴻
巣
地
区
保
護
司
会桶

川
支
部
　
保
護
司
）

　

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
町
会
活
動

が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
末
広
一
丁
目
区
長
）

　

詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

　

勤
務
場
所
▼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園（
川
田
谷
１
９
９
１
―
１
）

　

勤
務
日
時
▼
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
５
時
間
）

※
４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
人

　

勤
務
内
容
▼
発
達
の
支
援
が
必
要
な
児

童
の
指
導
な
ど

　

募
集
人
員
▼
若
干
名

　

申
込
資
格
▼
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

　

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ

び
資
格
証
の
写
し
を
、
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
直
接
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
へ
。

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可

　

詳
し
く
は
蜊
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
☎
786
―
２
３
０
６
（
祝
日

を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

本
人
通
知
制
度
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
正
請
求
の
早
期
発
見
、
事
実
関
係
の
早

期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
登
録
の
対
象
者
▼
市
の
住
民
基
本

台
帳
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

　

登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
市
民
課　

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

総
務
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の

学
園
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

法
務
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
２月

増田 榮一さん

野本 信吉さん

大塚 茂さん

【本人通知制度の流れ】

市民課で登録

⬇

代理人などからの交付請求

⬇

登録者へ通知
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平
成
29
年
12
月
25
日
付
け
で
、
監
査
委

員
と
し
て
加
藤
正
志
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
監
査
委
員
事
務
局

　

平
成
30
年
１
月
１
日
付
け
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
池
田
富

至
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会

　

湯
浅
哲
朗
さ
ん
の
退
任
（
任
期
満
了
）

に
伴
い
、
平
成
29
年
12
月
27
日
付
け
で
、

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
秋
山
節
子
さ
ん

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

と
き
▼
２
月
27
日
㈫
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
３
月
23
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

と
き
▼
２
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

と
き
▼
２
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station
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☎
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☎
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桶川市ホームページアドレス
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教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
に

児
童
・
生
徒
が
在
学
し
て
い
る
保
護
者
で
、

給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
学
校
へ
の
納
付

金
で
困
っ
て
い
る
人
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
対
象
者
▼
審
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

　

申
請
手
続
▼
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を
添

え
て
、
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
各
学
校
、
学
務

課
窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
随
時
受
付

　
詳
し
く
は
蜊
学
務
課

　

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
「
興
味

は
あ
る
け
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
」
「
自
分

に
で
き
る
か
心
配
…
」
そ
ん
な
疑
問
や
不

安
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

と
き
▼
２
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時　

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所　

（
上
尾
市
上
尾
村
１
２
４
２
―
１
）

　

内
容
▼
里
親
制
度
の
概
要
説
明
、
里
親

の
養
育
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど

　

申
込
み
▼
２
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
。

※
先
着
50
人
ま
で
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
775
―
４
１
５
２

○
第
３
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資

選
定
部
会
」

　

と
き
▼
２
月
６
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
第
４
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
２
月
20
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
川
田
谷
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

と
き
▼
２
月
21
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
３
月
22

日
㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

就
学
援
助
費
を
支
給
し
ま
す

里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

第
２
回
農
業
委
員
会
総
会

の
お
知
ら
せ

監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
会
第
２
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

第
３
回
い
じ
め
対
策
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

第
２
回
い
じ
め
防
止
連
絡
協
議
会

公
開
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資
選
定

部
会
」
お
よ
び
学
校
給
食
運
営
委
員

会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

固定資産税・都市計画税
　　　　　　　　【第４期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　【第８期】

納付は期限内に！
納期限… 2月28日

今月の納期

桶川市長

　去る１月８日、「平成30年桶川市成人式典」が市民ホールで開
催されました。この式典は、新成人の皆さんで組織する「桶川市成
人式典実行委員会」で企画・運営されており、今回は『翔～新たな
未来へ繋ぐ一歩～』というテーマで、「今、人生の大きな節目とし
て幼かった自分から羽ばたこう」という意味が込められているとの
ことです。今年の式典は、和やかで厳粛なうちに開催され、開式前
のアトラクションでは、小・中学校時代の学校行事や学校生活の様
子を映した「思い出のスライド上映」が行われた後、ダンスサーク
ル「桶川ＣＨＥＥＲ　ＤＡＮＣＥ　ＴＥＡＭ　ＰＩＮＫ　ＤＩＡＭＯＮＤＳ」の子ど
も達によるダ
ンスが披露さ
れました。幼
稚園児クラス
から小学生ク
ラスまでの、
それぞれのク
ラスの子ども達が、無邪気な笑顔で一生懸命元気に踊る姿は、会場
を感動と和で包み、新成人の心に響く最高のエールとなりました。
　私が成人式を迎えた30年前当時の市内の新成人の数は1,166名
で、成人式典も、地域ごとにそれぞれ小学校の体育館等で開催され
ておりました。
　今年の市内の新成人は728名で、少子化時代を実感するととも
に、桶川の未来の「希望」であり、「宝」である新成人の皆様に
は、夢や目標に向かって、あきらめず前向きに努力し続け、それぞ
れの、素晴らしい未来を切り開いていってほしいと願う一日でした。

▲ピンクダイヤモンズの子ども達によるダンス披露

市長元気通信

動 報 告
かつ

どう ほう こく

vol．47

池田 富至さん

秋山 節子さん

加藤 正志さん

放課後児童クラブ嘱託支援員
（放課後児童支援員）を募集します

勤務日▶４月１日から
試験日▶随時（応相談）
試験会場▶保健センター
試験方法▶作文および面接
募集人員▶若干名
申込資格▶昭和 34 年４月２日以降に生まれた人
申込受付▶随時受け付けています。
※詳しくは、保育課へ問い合わせてください。

詳しくは 蜊保育課

　蔵書の点検など、館内特別整理を行いますので、
次の期間、駅西口図書館を休館します。
　期間▶ 2 月20日㈫～23日㈮

※川田谷分室は開館しています（開館時
間：午前 9時30分～午後 4時30分）。

　なお、本などの返却は、ブックポストを利用して
ください（CDを除く）。

詳しくは 蜊駅西口図書館☎７８６－６３５３

　蔵書の点検および市立図書館のリニューアルオー
プンの準備のため、次の期間、川田谷分室を休館し
ます。
　期間▶ 3 月12日㈪～26日㈪

※駅西口図書館は開館しています（開館時
間：午前10時～午後 9時）。

　なお、本などの返却は、ブックポストを利用して
ください（CDを除く）。

詳しくは 蜊市立図書館☎７７１－０３０３

駅西口図書館　休館のお知らせ

川田谷分室　休館のお知らせ
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題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

と
き
▼
３
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302
・
303

　

受
験
資
格
▼
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人
で
①
埼
玉
県
ま
た
は
市
で
行

う
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
修
了
し
た

人
②
手
話
通
訳
活
動
を
１
年
以
上
経
過
し

て
い
る
人
、
若
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
手

話
技
術
を
有
す
る
人

　

試
験
内
容
▼
筆
記
、
読
み
取
り
（
筆
記
、

口
頭
）
、
手
話
表
現
、
面
接

※
県
登
録
試
験
、
全
国
統
一
試
験
、
手
話

通
訳
士
試
験
の
い
ず
れ
か
の
合
格
者
は
面

接
試
験
の
み
と
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
２
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮
≪
必

着
≫
郵
送
可
能
。
※
認
定
試
験
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
障
害
福
祉
課

　

１
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
３
人
が
厚

生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
社
会
福
祉
課

　

介
護
、
健
康
、
福
祉
な
ど
の
高
齢
者
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
相
談
や
問
題
に
対
応
す

る
総
合
相
談
機
関
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
４
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

公
正
・
中
立
性
を
確
保
し
、
適
切
か
つ
円

滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

医
師
、
民
生
委
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
８
人
の
委
員
に

よ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
運
営
協
議
会

の
業
務
内
容
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運

営
、
職
員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
任
期

満
了
に
よ
る
次
期
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
委
員
▼
①
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
１
人
②
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
）
１
人

　

任
期
▼
５
月
か
ら
３
年
間

　

開
催
頻
度
▼
年
３
回
程
度
※
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
２
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
応
募

動
機
を
400
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所
記
入
不
要
）

ま
た
は
直
接
、
高
齢
介
護
課
へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

　
詳
し
く
は
蜊
高
齢
介
護
課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 2 月14日㈬ 無料13：30～15：00
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 2 月21日㈬ 無料13：30～15：00
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 2 月16日㈮ 無料13：30～15：00
ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311 2 月 4 日㈰、 3 月 4 日㈰ 100円９：30～12：00

無料花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 2 月11日㈰ 10：00～11：30

100円クイーンズビラ桶川
坂田845－１  ☎728－8887 2 月17日㈯ 13：30～15：00

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

詳しくは
高齢介護課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉚

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
～ 住民主体の生活支援サービスについて ～ 詳しくは 高齢介護課

【住民主体の生活支援とは何？】
　市では平成29年4月から、新しい介護予防・生活支援サービス事業を始めました。これまでの全国一律の基準に基
づいた介護保険事業所などの専門職が提供するサービスだけでなく、市町村独自の基準を定めることで、NPO、ボラン
ティア、地縁団体などの多様な主体も、支援が必要な高齢者などに対して日常生活の支援が可
能となりました。
　市では現在、これまでの国の基準相当のサービス（訪問・通所）と市町村独自に基準を緩和し、
指定された事業所が行うサービス（訪問・通所）を始めています。それに加え、次の住民主
体の生活支援サービスについては、創設に向けて準備を進めています。
【住民主体の生活支援の内容は？】

【支援を受けることができる人はどんな人？】
　要支援1、要支援2の認定または65歳以上の人で、25項目の基本チェックリストによって、日常生活に支援が
必要と認められた人です。

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

の
お
知
ら
せ

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

平成28年
11月末

平成29年
11月末

同じ道　天気と時間で　違う道

対前年
同月比

△36件

０人

△45人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

268件

１人

322人

232件

１人

277人

　求職中の人・転職を考えている人などを対象に、求職活動に専念できるよう家賃の支援を行って
います。原則３か月間（延長有・家賃上限額有）の家賃を支援しますので、希望する人は、社会福
祉課へ問い合わせてください。
　また、経済的に苦しい・仕事がなかなか決まらないなど、生活上の困りごとに対しても相談にの
っています。ひとりで悩まず、気軽に来所・電話で相談してください。

求職中で家賃の支払いにお困りではないですか
詳しくは 蜊社会福祉課

相談
無料

日時▶ 2 月17日㈯
　　　10時～15時30分
場所▶仮設庁舎 1 階
　　　社会福祉課窓口

特別相談会を実施します

※予約不要です。時間内にお越し
　ください。

　以下に当てはまるときは、気軽に相
談してください。
□ （求職中で）家賃の支払いに困って
　 いる。
□ 仕事に就くが長く続かない。
□ 生活が苦しい。
□ 悩みが多くて、どこから手をつけれ
　 ばいいかわからない。　など

種類名称 基準 支援の内容 支援できる団体

訪問型
サービスB 個人情報保護などの最低限の

基準を定めて提供する、住民
主体による生活支援サービス

例）ごみ出しや掃除、庭の手入れな
どの町内の困りごと支援など NPO、ボランティア、地縁

団体などの住民主体の団体通所型
サービスB

例）地域の歩いて通える範囲で行う
通いの場（高齢者サロンなど）

担 当 地 区
氏　　名
電　　話

大之地・倉田・西窪・
サン団地・県営団地

神谷江美子

728-6667

西一丁目
白子　照子

771-1155

鴨川一丁目
９・10 番

井垣　恭子

786-9636

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
２
月
号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

「
べ
に
ば
な
ふ
る
さ
と
館
開
館
年
月
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

㊣
平
成
12
年
７
月
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に
Ｄ
Ｏ
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す
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健
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ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

県
内
市
町
村
で
『
ま
ち
』
の
魅
力
発
信

に
取
り
組
む
職
員
に
よ
る
仕
事
紹
介
や
ト

ー
ク
な
ど
、
現
役
職
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
し
て

い
る
人
、
民
間
企
業
と
公
務
員
で
迷
っ
て

い
る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

と
き
▼
２
月
14
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ

浦
和
駅
西
口
徒
歩
６
分
）

　

内
容
▼
第
１
部
：
「
市
町
村
の
仕
事
紹

介
～
『
ま
ち
』
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！

～
」
、
第
２
部
：
「
市
町
村
職
員
に
よ
る

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
～
50
分
間
ホ
ン
ネ
ト
ー
ー

ー
ク
！
～
」
、
第
３
部
：
「
個
別
相
談
～

あ
な
た
の
未
来
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
～
」

　

定
員
▼
１
，
３
０
０
人
【
先
着
順
】

　

申
込
み
▼
不
要
（
参
加
無
料
）

　

問
合
せ
蜊
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
☎
664
―
６
６
８
１

　

資
格
▼
平
成
12
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
18
歳
以
上
の
人
）

　

勤
務
場
所
▼
市
役
所
庁
舎
内
な
ど

　

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
の
補
助
業
務

　

勤
務
日
▼
原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

賃
金
▼
時
給
880
円（
平
成
29
年
度
実
績
）

　

登
録
有
効
期
限
▼
４
月
１
日
～
平
成
32

年
３
月
31
日
の
２
年
間

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
職

員
課
（
分
庁
舎
内
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
随
時
受
付

　

詳
し
く
は
蜊
職
員
課

　

内
容
▼
「
趣
味
の
つ
ど
い
」
受
講
生
に

よ
る
作
品
（
絵
手
紙
、
ペ
ン
習
字
、
折
紙
）

の
展
示

　

と
き
▼
２
月
22
日
㈭
～
３
月
１
日
㈭
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
月
22
日
㈭
は
正
午
か
ら
で
、
３
月
１

日
㈭
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

問
合
せ
蜊
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
728
―

１
１
２
２

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
臨
時
登
録
で
す

の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
付
期
間
▼
２
月
20
日
㈫
～
28
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

　

有
効
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

　

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
お

よ
び
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
小
規
模
工

事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶
川
市
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
人
）

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
契
約
管
財
課

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
の
場
と
し
て
、
桶
川
中
学
校
運

動
場
の
夜
間
照
明
設
備
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
要
登
録

　

対
象
▼
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
す

る
人
で
構
成
さ
れ
た
10
人
以
上
の
責
任
者

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

団
体

　

利
用
期
間
▼
毎
年
１
月
８
日
～
12
月
27
日

　

利
用
時
間
▼
午
後
７
時
～
９
時
※
11
月

～
２
月
の
冬
季
期
間
は
午
後
６
時
30
分
～

９
時
の
う
ち
２
時
間

　

料
金
▼
全
灯
５
，
０
０
０
円
（
軟
式
野

球
）
、
半
灯
３
，
０
０
０
円
（
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
）

※
２
時
間
使
用
の
料
金

　

登
録
手
続
き
▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
。
在
勤
者
は
、
市
内
事
業
所
が

確
認
で
き
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
申
請
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
☎
787
―

５
１
１
１（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分
）

　

詳
し
く
は
蜊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

介護者のつどい介護者のつどい
地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場として、介護者のつどいを開催します。

社協介護者の
つどい

と　き 2 月21日㈬13:30～15:00 ところ 地域福祉活動センター

内 容 日頃、介護をしている人がほっと一息つけるような場所になればと考えています。
介護をしている中での疑問や悩みなどを話し合いませんか。

問合せ 地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広 2－ 8－ 8）☎728－2265

介護者のつどい
「繭の会」

と　き 3 月10日㈯13:30～15:00 ところ 農業センター

内 容 介護者の交流、情報交換などを行っています。
お茶を飲みながら何でも語り合える場所です。どなたでも参加できます。

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－ 1 ）☎783－5311

介護者のつどい
「みちくさ」

と　き 2 月16日㈮13:30～15:00 ところ 中山道ふれあい館（南 1－ 8－ 4）

内 容

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777－7055

「ちょっとふれあい館に立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報交
換をし、介護についての話の輪を広げていきましょう。皆様の参加をお待ちしています。
なお、飲み物は各自で用意してください。

桶
川
中
学
校
運
動
場
夜
間
照
明

設
備
利
用
の
ご
案
内

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

市
臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集
し

ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
趣
味
の
つ
ど
い
講
座
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
」
契
約
希
望
者
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
臨
時
登
録
）

　２月18日㈰、老人福祉セ
ンターは、事業（ふれあい
将棋大会）のため、臨時休
館となります。
　問合せ 蜊老人福祉センタ
ー☎728－１１２２

老人福祉センター
臨時休館のお知らせ

勤務内容▶文化財発掘調査員
募集人員▶１人　任期▶３年
申込受付▶２月９日㈮まで
そ の 他▶詳細は、受験案内をご覧
ください。受験案内は、市役所仮設
庁舎（総合案内）・分庁舎（職員課）
で配布します。また、ホームページ
からもダウンロードできます。

市職員（一般任期付職員）
を募集します

詳しくは 蜊職員課

　市内の農業者が農業者以外の人に野菜作りなどの
農作業経験の場（農園）を提供し、土に接する機会
および農業に対する理解と親しみを深めていただく
ために作られた制度です。
　なお、この貸農園は、野菜類栽培以外の目的には、
利用できません。※植木禁止
募集農園▶既利用者の契約未更新により生じた空き
区画
空き区画情報▶27 区画

利用期間▶２月８日～平成３１年１月３１日
申 込 み▶２月８日㈭午前９時～正午
　　　　　印鑑と利用料金を持参のうえ、直接、
　　　　　さいたま農協桶川支店へ。【先着順】
※利用料金は区画により異なる場合があります。
※新規受付に限り一家族１区画でお願いします。
問合せ 蜊さいたま農協 桶川支店☎787－1174

市民貸農園

所在地
坂 田 地 区
末 広 地 区
上日出谷地区
川田 谷 地 区
下日出谷地区

募集数
15区画
4 区画
6 区画
1 区画
1 区画

１区画料金
5,000円～7,000円

6,000円
3,000円
3,000円
6,000円

新規入園申込受付

☆自衛官などを募集します☆
募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

幹　部
候補生

一般 ３月１日㈭～
５月１日㈫
≪必着≫

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の人(20歳以上22歳未満の人は大卒（見
込含）、修士課程修了者など（見込含)は28歳未満）

★１次試験
5月12日㈯・13日㈰
※13日㈰は、飛行要員のみ。
★２次試験有【院卒程度試験】

修士課程修了者など（見込含）で、20歳以上28歳未満の人
歯科・　　　
薬剤科

専門の大卒（見込含）、20歳以上30歳未満の人（薬剤は
20歳以上28歳未満の人）

★１次試験　 5月12日㈯
★２次試験有

予備自
衛官補

一般
４月６日㈮まで
≪必着≫

18歳以上34歳未満
４月14日㈯～18日㈬の指定
された１日技能

18歳以上で国家免許資格などを有する人
※資格により53歳未満～55歳未満の人、国家免許資格な
どについては問い合わせてください。

※応募資格（幹部候補生試験）の年齢は平成31年４月１日現在
問合せ 蜊自衛隊さいたま地域事務所☎651－2420
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）
、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
実
技
・
筆
記
試
験

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
３
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署
２

階
会
議
室
（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
15
人
【
申
込
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
、
消
防
本
部
発
行
の
受
講

証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面

提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講

時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
２
月
15
日
㈭
～
３

月
４
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
北
本

消
防
署
（
住
所
：
北
本
市
緑
３
―
396
、
☎

048
―
592
―
5
0
0
5
）
ま
た
は
北
本
東
分

署
（
住
所
：
北
本
市
宮
内
７
―
240
、
☎
048

―
593
―
0
1
1
9
）
へ
。

上
級
救
命
講
習

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

シリーズ 旧桶川飛行学校⑭ ～便所棟の復原整備～
　今回は便所棟の復原整備要旨についてご紹介をします。この建物は旧飛行学校敷地の最北端に位置し、昭和12年

（1937）当初は間口10ｍ・奥行4ｍの建物規模で、南側に7人用の小便場と2室の便房、一方、対面の北側には8室の便房が
備わる平面形態でした。また、この便所に付帯する形で西側には被服倉庫（推定）が備わっていました。その後、昭和18年

（1943）の桶川教育隊への組織変更に伴って東側の出が1ｍほど延ばされ、便房を南北に1箇所ずつ増築していたことも
判明しました。恐らく、寄宿学生が72名から90名に増えたことによる対応であったものと考えらます。また、被服倉庫は戦後、
西側屋外洗面場側に2ｍほど拡張し、畳敷き居室に改修されたことも判りました。な
お、この建物のみ小屋組構造が他で見られる洋小屋（トラス構造）ではなく、和国
古来よりの和小屋となっています。
　今回の復原整備ではこのような後補付加物を全て取り払い、内・外観ともに昭和
18年の旧規形状に復することを主要骨子としていますが、便所本体は昭和18年
当時のままの姿であることから復原項目はありませんが、西側被服倉庫を旧規形
状に復原整備すると共に、これに隣接する屋外洗面場の復原整備が対象となりま
す。なお、屋外洗面場は幸いにも、往時の状況を知る手掛かりの古写真が存在す
るため、それに添ったかたちでの復原整備が可能となってきます。
　便所棟の破損状況はとても酷く、柱や土台などの主要構造が著しく腐朽する箇
所も多々有り、倒壊寸前の状況でした。今回の復原整備によって、飛行学校建物
群は大規模地震に遭遇しても倒壊することなく、人命に影響を及ぼすことのない安
全な建物に変わります。

ものつくり大学横山研究室

解体前の便所棟外観写真

復原整備予定の便所棟外観パース

べんぼう

こ　 や  ぐみ

こう　ほ　ふ　か  ぶつ

　市では、先の戦争を振り返り、平和への願いを次の世
代に伝えていくことを目的に、昭和57年から、毎年８月
６日～15日の期間を「平和を考える10日間」として、平
和をテーマにした、さまざまな事業を行っています。
　この「平和へのメッセージ」は、戦争を実体験として
聞く機会が年々少なくなり、今後は、戦争を知らない世
代が中心となり、平和の大切さを語り継いでいかなけれ
ばという思いから、戦後70年の節目に市民と市の協働と
いう形で始まった事業です。
　会場にあたたかな平和へのメッセージを届けてくださ
る多くの市民団体の参加をお待ちしています。

【事業について】
　対　象▶市内で活動する市民団体
　と　き▶８月６日～12日（予定）
　ところ▶ＯＫＥＧＡＷＡｈｏｎプラス+（おけがわマ

イン３階）
　内　容▶平和に関する展示、朗読・合唱・楽器演奏など

※ステージは１コマ１時間程度
　申込み▶２月１日㈭～３月20日㈫（土・日・祝日を除

く）午前８時30分～午後５時15分に、電話ま
たは直接、自治文化課へ。

※「実行委員」または「出演のみ」と希望をお
伝えください。

※「実行委員」には、出演のほか、企画、運営
に携わっていただくため、月１回程度の実行
委員会に参加していただく予定です。

【第１回実行委員会の開催について】
　と　き▶３月27日㈫午後１時30分
　ところ▶市役所分庁舎会議室１

　市のプラスチックごみを選別している市外の工場で、
ごみの未分別による「ぼや」が複数回発生しました。原
因はプラスチックごみ袋の中に電池の入った製品が混入
していたため、選別ライン機械との接触により火花が発
生し、プラスチック類に引火しました。火は初期段階で
消火されたため大きな事故に繋がりませんでしたが、も
し火災が発生すると、そこで働く人の安心安全を脅かす
とともに地域の方々にもご迷惑をおかけすることにな
り、さらには工場の閉鎖により市のプラスチックごみ処
理に支障が出ることもあります。

★排出者の皆様には、分別の徹底にご協力をお願いします。

【原因となるものの例】
○プラスチック製のおもちゃ類などに入っている電池
○未分別による電池やライターなどの混入

  環境センターからのお願い 
１　プラスチックごみは、プラスチックのみでできてい

る製品（ペットボトル、プラスチック容器、CD ケー
スなど）です。

２　電池を使用するプラスチック製品は、電池を外して
それぞれを「金属・ガラス・乾電池」で出してください。

３　電池が外れない製品は、「その他ごみ」で出してく
ださい。

詳しくは 蜊リサイクル推進課

詳しくは 蜊自治文化課

「平和へのメッセージ実行委員」および「出演団体」を募集します

～未分別のプラスチックごみが原因で「ぼや」が発生しました～
「電池がついたまま」のおもちゃなどの排出にご注意ください！「電池がついたまま」のおもちゃなどの排出にご注意ください！

▲旧陸軍飛行学校を語り継ぐ会による「特攻隊先導の手記」
　（朗読は庄野輝子さん）

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場跡地整備管理基金への寄附
ありがとうございます

詳しくは 蜊道の駅・飛行学校跡地整備課

平成28年度に建物の解体調査を実施したため、現在は建物の公開を中断しています。

　川田谷にある旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は、昭和12年に設置された飛行学校施設で、建物は
市の有形文化財に指定されています。市では現在、この分教場の整備事業を実施しています。市
は、本整備事業に賛同いただける方々からの寄附金を受け付けており、平成29年12月31日現在の寄
附件数は185件、金額は10,808,864円となっています。
　前回の広報掲載（平成29年８月号）以降、寄附をいただいた方についてお知らせします（受付順）。
　多くの方々からご寄附をいただきましてありがとうございました。今後もご理解、ご協力をよろ
しくお願いします。

 個  人 （受付順）
　　白岩　智　　様　　　加藤　三郎　様　　　加藤　光夫　様　　　小髙　由紀識　様
　　奥山　英紀　様　　　小西　倫之　様　　　関根　武夫　様　　　鈴木　拓雄　様
　　その他、氏名公表不可　８人

 団  体
　　脇防災株式会社　様
　　
　※同日現在で入金が確認でき、氏名（名称）公表可の場合のみ掲載しています。
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内
容
▼
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災

者
な
ど
を
対
象
に
、
法
律
、
生
活
、
こ
こ

ろ
の
健
康
な
ど
総
合
的
な
問
題
に
対
応
し

た
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

と
き
▼
３
月
８
日
㈭
午
後
３
時
～
７
時

　

と
こ
ろ
▼
大
宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
５

階　

集
会
室
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
ビ
ル
）

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
【
事
前
予
約
制
】

電
話
（
782
―
４
６
７
５
）
で
、
東
日
本
大

震
災
被
災
者
等
向
け
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

総
合
相
談
会
事
務
局
へ
。

　

振
り
込
め
詐
欺
を
疑
う
不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
と
い
う
通
報
が
毎
日
、
上

尾
警
察
署
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
最

近
で
は
警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
、
大
手

百
貨
店
従
業
員
を
騙
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
騙
し
取
る
手
口
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
機
能
付
電
話
機
は
、
知
ら
な
い
人

か
ら
の
着
信
を
拒
否
し
た
り
、
コ
ー
ル
す

る
前
に
相
手
方
に
事
前
警
告
を
す
る
な
ど

迷
惑
電
話
に
も
効
果
的
で
す
。

　

家
族
が
振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
自
宅
や
実
家
の
固
定
電
話
機
を

防
犯
機
能
付
電
話
機
に
買
い
替
え
る
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０
　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
次
の
対
策
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

○
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

○
放
火
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
家
の
周
り
に
可
燃
物
と
な
る
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
ご
み
は
指
定
さ
れ

た
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部　

予
防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

電
話
詐
欺
被
害
多
発
～
防
犯
機

能
付
電
話
機
に
買
い
替
え
を
～

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す　
３
／
１
㈭
～
７
㈬

「
東
日
本
大
震
災
被
災
者
等
向
け

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談

会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

2日㈮・9日㈮・23日㈮
14：00 〜 17：00
17日㈯ 9：00 〜 12：00
3月2日㈮・9日㈮・23日㈮・30
日㈮ 9：00 〜 12：00
17日㈯ 9：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

8日㈭　※次回は 3月 8日㈭
13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

1日㈭　※次回は 3月 1日㈭
13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者 不動産の売買、賃貸借契約などの相談 28日㈬

13：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

17日㈯
9：00 〜 12：00

仮設庁舎会議室 201
電話でも可　☎ 786-3211

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

9日㈮　※次回は 3月 9日㈮
10：00 〜 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 5日㈪・26日㈪

10：00 〜 16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

13日㈫
9：00 〜 12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00〜15：00（12：00〜13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
10：00〜15：30（12：00〜13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 〜 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
9：15 〜 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 〜 15：00

地域福祉活動センター
直通☎728-2369 社会福祉協議会

2 月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313
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申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
Health Station

健康増進課
（保健センター内）

☎786-1855
　786-0096

旧
中
仙
道

桶
川
駅

交
番

駅
西
口
公
園市

民
ホ
ー
ル

桶川駅
入口
交差点

北1丁目
交差点

総合福祉センター
入口交差点

東中

至北本

至上尾

桶川中
郵便局

国
道
17
号
線

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

種　別 と　き ところ 受付時間 内　　　　容

４か月児健診 2 月 9 日㈮ 保健　　
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
　　　母子健康手帳、健診票

７か月児・
10か月児相談

〈高崎線東側〉
2 月 6 日㈫
3 月 6 日㈫

母子健康
センター

9：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と10か月児です。
　高崎線を挟んで、東側は母子健康センター、
　西側は保健センターで行います。
　その他、電話でご相談ください。
　　　母子健康手帳

〈高崎線西側〉
2 月 5 日㈪
3 月12日㈪

保健　　
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） 2 月28日㈬ 母子健康

センター １３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
　　　母子健康手帳、問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） 2 月16日㈮ 保健　　

センター １３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食
相談、発達・心理相談
　　　母子健康手帳、問診票

フッ素塗布 3 月 5 日㈪ 保健　　
センター

1 回目
13：３０～１４：００
2 回目以降
14：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
　　　母子健康手帳
問合せ蜉口腔保健センター（北足立歯科医師会）
　　　　☎048－596－0275

種　別 と　き ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

3 月13日㈫ 保健センター ９：30 ～１1：0０

　　成人
　　血圧測定、生活習慣病予防・バ
　　ランスの良い食事のとり方など
　　の相談
※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月の開催になります。

種　別 と　き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス

《要予約》

4 月12日㈭
14 ：00 ～ 16：00

保
健
セ
ン
タ
ー

13：45～14：00

妊娠16～32週の妊婦
プレママカフェ：お茶を飲みながら交
流会、妊娠中の栄養のとり方などの話
　　　母子健康手帳、筆記用具

20人

4 月16日㈪
13 ：30 ～ 16：00 １３：１５～13：30

妊娠20～35週の妊婦（夫も可）
出産準備クラス：妊娠経過から出産の
話、安産体操、交流会
　　　母子健康手帳、筆記用具

15人

パパママ体験
クラス

《要予約》

2 月 3 日㈯
3 月 3 日㈯

１0 ：00 ～ 12：00
９：45～１０：00

妊娠24～36週の妊婦と夫
（祖父母になる人歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、育児について
　　　母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

2 月 1 日㈭
3 月 1 日㈭

１0 ：00 ～ 12：00
10：00～11：00

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場として
利用してください。
　　　母子健康手帳

なし

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

持ち物

注１） 母子健康相談については、実施日の１週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子さんを連れての参加はご遠慮ください。

注２）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参してください。

※保健センターの駐車場は数に限りがありますので、ご了承ください。

対象
内容

こどもの
健康診査

母子健康
相 談

おとなの
健康相談

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰



　

現
代
社
会
に
お
い
て
多
く
の
人
が｢

健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と｣

を
望

み
、
健
康
で
あ
る
と
と
も
に
美
し
く
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
美
し
い

人
を
表
現
す
る
の
に
、｢

明め
い

眸ぼ
う

皓こ
う

歯し｣
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
る
く

澄
ん
だ
目
と
白
く
美
し
い
歯
は
美
し
さ
に

重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

矯
正
治
療
は
、乱ら

ん

杭ぐ
い

歯ば（
歯
の
凸
凹
）、出
っ

歯
や
受
け
口
な
ど
の
歯
並
び
を
綺
麗
に
並

べ
て
か
み
合
わ
せ
を
改
善
す
る
こ
と
や
、

前
歯
の
位
置
を
改
善
す
る
こ
と
で
口
も
と

の
形
を
綺
麗
に
整
え
る
こ
と
を
大
き
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
矯
正
治
療
を
受
け
る
の
は
子

供
の
割
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
最

近
で
は
健
康
志
向
や
美
意
識
の
高
ま
り
か

ら
成
人
に
な
っ
て
か
ら
矯
正
治
療
を
さ
れ

る
方
が
増
え
て
き
て
お
り
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
身
近
な
治
療
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

歯
な
ら
び
が
悪
い
と
、
次
の
よ
う
な
障

害
が
起
こ
り
ま
す
。
①
食
べ
物
を
上
手
く

か
め
な
い
（
咀そ

嚼し
ゃ
く

機
能
障
害
）。
②
歯
が

磨
き
に
く
く
虫
歯
や
歯
周
病
お
よ
び
口
臭

の
原
因
に
な
る
。
③
言
葉
が
は
っ
き
り
し

な
い
（
発
音
障
害
）。
④
外
見
の
悪
さ
か

ら
劣
等
感
に
お
ち
い
る
（
心
理
的
障
害
）。

矯
正
治
療
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
し
て

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
に
く
く
す
る
こ
と

で
、
健
康
を
一
段
と
増
進
さ
せ
る
治
療
で

す
。

　

基
本
的
に
は
年
齢
に
よ
る
制
限
は
な

く
、
ご
高
齢
の
方
で
も
治
療
は
可
能
で
す

が
、
歯
や
歯は

茎ぐ
き

が
健
康
な
状
態
で
な
い
場

合
は
、
治
療
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
使

用
す
る
矯
正
装
置
は
金
属
の
ワ
イ
ヤ
ー
や

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
用
い
た
も
の
な
ど
、
そ

の
他
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
歯

並
び
や
か
み
合
わ
せ
が
悪
く
お
困
り
の
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
お
近
く
の
歯
医
者
さ
ん
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【（
一
社
）
北
足
立
歯
科
医
師
会
】

成
人
矯
正

申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）
☎786-1855／ 786-0096Health Station 健 康

ステーション
Health Station

健康増進課
（保健センター内）

☎786-1855
　786-0096

旧
中
仙
道

桶
川
駅

交
番

駅
西
口
公
園市

民
ホ
ー
ル

桶川駅
入口
交差点

北1丁目
交差点

総合福祉センター
入口交差点

東中

至北本

至上尾

桶川中
郵便局

国
道
17
号
線

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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と
き
▼
2
月
28
日
㈬
午
前
8
時
に
桶
川

駅
西
口
南
側
階
段
下
集
合
、
午
後
2
時
頃

解
散
予
定
（
小
雨
決
行
）

　

コ
ー
ス
▼
桶
川
駅
〜
宮
原
駅
下
車
〜
大

宮
第
2
公
園
〜
氷
川
神
社
〜
大
宮
駅
〜
桶

川
駅
西
口
南
側
階
段
下
解
散

　

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
雨
具
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴

　

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）
※
当
日
集
金

※
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
は
自
己
負
担
で
す
。

　

定
員
▼
市
民
30
人
【
先
着
順
】

　

主
催
▼
桶
川
市
健
康
づ
く
り
市
民
会
議

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会

　

申
込
み
▼
2
月
1
日
㈭
午
前
9
時
〜
16

日
㈮
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
増
進
課

へ
。

※
持
病
の
あ
る
人
は
、
主
治
医
に
相
談
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Let’s 

ト
ラ
イ　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
大
宮
第
２
公
園
梅
ま
つ
り
～

2 月の献血
種　類 全血献血（200ml・400ml）
と　き 2 月 6 日㈫ 2 月25日㈰
ところ ベニバナウォーク桶川 ベニバナウォーク桶川

時　間 午前10時～11時45分
午後 1 時～ 4 時30分

午前10時～11時45分
午後 1 時～ 4 時30分

主　催 桶川ライオンズクラブ 桶川青年会議所

対　象
16歳～64歳の健康な人
※400mlは男性17歳以上、女性18歳以上
※60歳～64歳に献血したことのある人は69歳まで可能です。

献血にご協力いただいた方には、オケちゃんグッズを差し上げます !!

献血情報は、埼玉
県赤十字血液セン
ターのツイッター
（＃彩の国けんけつ）
をチェックべに～

～埼玉県では、
「はたちの献血キャンペーン」
を実施しています～

　全国では一日あたり約3,000人
の患者さんが血液を必要としてお
り、そのためには約13,000人の
献血者が必要です。医療機関へ安
定的に血液を供給するために、20
歳になった節目に、献血について
考えてみませんか。

※運転免許、パスポート、健康保険証などで、本人確認をさせていただいています。

桶川市公式ツイッター
＠okechan_okegawa

桶川の情報を
つぶやいている
べに～
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■■内　

「
新
し
い
会
員
（
仲
間
）
を
募
集
し

て
も
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
…
」
そ
ん

な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
団
体
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
講
座
で

は
、
新
し
い
仲
間
を
集
め
る
た
め
の„
コ

ツ
＂
を
学
び
、
あ
な
た
の
団
体
の
活
性

化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■時　

2
月
28
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■場　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■定　

25
人
【
先
着
順
】　

■￥　

無
料

■■講　

小こ
ば

林や
し

真ま
こ
と

さ
ん
（
熊
谷
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■申
・
■問　

2
月
27
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
786
―
2
4
0
0
）
へ
。

※
受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
毎
週
月
曜
日
（
2
月
12
日
を
除
く
）

と
13
日
㈫
・
21
日
㈬
は
休
館

■内　

世
代
を
超
え
た
将
棋
愛
好
者
の
交
流

を
図
り
ま
す
。
女
性
や
小
・
中
学
生
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

■時　

2
月
18
日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

3
時
30
分
（
受
付
は
午
前
9
時
か
ら
）

■■場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■対　

市
内
在
住
の
人

■定　

48
人
【
先
着
順
】

■￥　

無
料

■他　

桶
川
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催

■申
・
■問　

2
月
1
日
㈭
か
ら
、
直
接
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
786
―
1
1
2
2
）

へ
。
※
昼
食
希
望
の
人
は
、
申
込
み
時

に
500
円
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

40
歳
の
「
成
人
式
」
を
あ
な
た
の
手
で

創
り
あ
げ
、
一
生
の
思
い
出
に
し
ま
せ
ん

か
。
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
大
人
と
し
て
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
や

運
営
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
昨
年
は
、
駅
西
口

公
園
で
「
ま
ち
づ
く
り
祭
」、
市
民
ホ
ー

ル
で
「
ふ
る
さ
と
大
同
窓
会
」
の
2
部
構

成
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
以
上
の
事
業

を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
や
仕
事
、
地
域
の
中
心
と
な
る

40
歳
世
代
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
再

考
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■時　

平
成
30
年
秋
頃
（
予
定
）

■対　

昭
和
52
年
4
月
2
日
〜
53
年
4
月
1

日
生
ま
れ
で
、
市
内
在
住
ま
た
は
以
前

に
住
ん
で
い
た
人
（
平
成
5
年
3
月

に
市
内
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
な
ど
）。

な
お
、
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人
も
、
興
味
が
あ
れ
ば
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■他　

第
1
回
実
行
委
員
会
を
3
月
上
旬
に

開
催
し
ま
す
。
10
回
程
度
の
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
話
し
合
い
や
準
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

■他　

一
般
社
団
法
人　

桶
川
青
年
会
議
所

主
催

■申
・
■問　

2
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
、

一
般
社
団
法
人　

桶
川
青
年
会
議
所

（
商
工
会
内
）
☎
786
―
0
9
0
3
へ
。

第
5
回
市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー

集
め
よ
う
！
新
し
い
仲
間

平
成
30
年
「
第
4
回
セ
カ
ン
ド

成
人
式
」
実
行
委
員
募
集

ふ
れ
あ
い
将
棋
大
会

担当：田村・長谷川・大森

　募
　集

平成29年実行委員およびボランティアの皆さん
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■内　

笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
取

り
入
れ
た
、
理
由
な
く
笑
う
ユ
ニ
ー
ク

な
健
康
法
を
体
験
し
ま
す
。

■時　

3
月
8
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

■場　

東
公
民
館

■対　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

■定　

20
人
【
先
着
順
】

■￥　

300
円
（
材
料
費
）

■持　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■講　

成な
り

嶋し
ま

規の
り

子こ

さ
ん
（
日
本
笑
い
ヨ
ガ
協

会
）

■■申　

2
月
14
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
東
公
民
館
へ
。

■内　

第
1
回
⇨
「
親
の
家
」
×
「
我
が
家
」

の
片
づ
け
（
講
義
）

　

第
2
回
⇨
「
終
活
！
何
か
ら
は
じ
め
れ

ば
い
い
？
」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

■時　

第
1
回
⇨
2
月
18
日
㈰
午
後
2
時
〜

3
時
30
分
（
午
後
1
時
30
分
受
付
）

　

第
2
回
⇨
2
月
21
日
㈬
午
後
2
時
〜
4

時
（
午
後
1
時
30
分
受
付
）

■場　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■定　

第
1
回
⇨
40
人
【
先
着
順
】

　
　

第
2
回
⇨
30
人
【
先
着
順
】

■￥　

無
料

■講　

渡わ
た

部な
べ

亜あ

矢や

さ
ん 

（
実
家
片
づ
け
整
理

協
会
代
表
理
事
）

■申　

2
月
7
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
川
田
谷
公
民
館
へ
。

■内　

和
綴
じ
本
を
作
成
し
ま
す
。
和
紙
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
優
雅
な
日
本
文
化
に

触
れ
な
が
ら
、
俳
句
・
和
歌
の
歌
集
や

写
経
な
ど
の
集
成
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

■時　

3
月
4
日
㈰
・ 

11
日
㈰
午
後
2
時

〜
4
時
（
午
後
1
時
30
分
受
付
）

■場　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■定　

20
人
【
先
着
順
】

■￥　

1
，
1
0
0
円
（
材
料
費
、
保
険
代
）

■持　

筆
記
用
具
、
刺
繍
針
、
カ
ッ
タ
ー
、

定
規
な
ど

■講　

岡お
か

田だ

柯か

葉よ
う

さ
ん
（
桶
川
書
道
人
連
盟

代
表
）

■申　

2
月
9
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
川
田
谷
公
民
館
へ
。

■内　

川
田
谷
坂
巻
家
の
伝
統
的
な
醤
油
づ

く
り
の
技
を
、
当
館
が
制
作
し
た
記
録

映
像
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

■時　

2
月
25
日
㈰
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■場　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■定　

40
人
【
先
着
順
】

■￥　

無
料

■講　

歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

■申　

2
月
2
日
㈮
〜
24
日
㈯
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

東公民館☎728‐7622（月曜休館）川田谷公民館☎786-4033（月曜休館）
歴史民俗資料館☎786-4030（月曜休館）

■時　

3
月
21
日
（
水
・
祝
）
桶
川
駅
改
札

前　

午
前
8
時
25
分
集
合
（
小
雨
決
行
）

■場　

目
黒
駅
正
面
口
⇨
大だ

い

園え
ん

寺じ

⇨
現
代
彫

刻
美
術
館
⇨
大
鳥
神
社
⇨
瀧り

ゅ
う

泉せ
い

寺じ

（
目

黒
不
動
尊
）
⇨
五ご

百ひ
ゃ
く

羅ら

漢か
ん

寺じ

⇨
目
黒
駅

正
面
口
（
約
4.5
km　

歩
・
見
学
4
時
間
）

■対　

市
内
在
住
の
人
（
小
学
生
・
親
子
大

歓
迎
）

■定　

25
人

■￥　

大
人
1
，
8
5
0
円
、
子
ど
も
950
円

　
（
交
通
費
、
保
険
代
な
ど
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

※
別
途
施
設
見
学
料
300
円
必
要
で
す
。

■持　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装

■他　

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
主
催

　

※
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
と
は
、
文
部
科
学
省

が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
、
市
が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

■申　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

・
返
信
用
宛
名
・『
目
黒
詣
で
』を
記
入

の
う
え
、
3
月
9
日
㈮
《
必
着
》
ま
で

に
、
大お

お

沼ぬ
ま

忠た
だ

儀よ
し

（
〒
363
―
0001
加
納
2 

0

　

4 

4
―
3
）
へ
。

■問　

大
沼
☎
728
―
4
9
2
9

■内　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
円
盤
を
使
っ
た

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

■時　

3
月
4
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■場　

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

■対　

障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
、
ま
た

は
興
味
の
あ
る
人

■定　

約
100
人
【
先
着
順
】

■￥　

500
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■申
・
■問　

2
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
・

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
必
要
事
項

（
氏
名
・
電
話
番
号
・
市
町
村
名
・
障

害
の
有
無
・
小
学
生
以
下
の
人
数
）
を
、

埼
玉
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

協
会
事
務
局
へ
。

　

☎
822
―
2
7
6
8
、
薨
831
―
6
4
4
2

■＠

　
sfad12819@

gm
ail.com

■時　

2
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

■場　

東
公
民
館

■対　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

■定　

20
人
【
先
着
順
】

■￥　

1
，
0
5
0
円
（
材
料
費
、
保
険
代
）

■持　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
飲
み
物

■講　

宇う

田だ

川が
わ

み
さ
き
さ
ん

■他　

無
料
託
児
あ
り
（
定
員
18
人
）

■申　

2
月
2
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
東
公
民
館
へ
。

■時　

3
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

3
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

■場　

東
公
民
館

■対　

小
学
3
〜
6
年
生
の
児
童
と
保
護
者

■定　

8
組
16
人
【
先
着
順
】

■￥　

2
，
5
0
0
円

■持　

タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
飲
み
物

　

※
3
月
10
日
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■講　

山や
ま

下し
た

徳の
り

行ゆ
き

さ
ん

■申　

2
月
7
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
東
公
民
館
へ
。

桶
川
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ

歩Looking

（
み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
）

江
戸
の
行
楽
地
、
目
黒
詣
で

�

行
人
坂
〜
お
不
動
参
り

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
公
民
館

雑
穀
マ
イ
ス
タ
ー
が
教
え
る
美
人
ご
は
ん

　
〜
3
日
坊
主
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
カ
ラ
ダ
が
喜
ぶ
料
理
〜

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
解
説
講
座

映
像
に
見
る
桶
川
の
く
ら
し

　
上
映
作
品
『
木
桶
の
醤
油
作
り
』

東
公
民
館

親
子
で
つ
く
る
オ
カ
リ
ナ
講
座

〜
作
っ
て
み
よ
う
、
吹
い
て
み
よ
う
！
〜

････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････

期間：1月6日㈯～期間：1月6日㈯～

川
田
谷
公
民
館

は
じ
め
て
の

「
終
活
」
×
「
片
づ
け
」
講
座

川
田
谷
公
民
館

和わ

製せ
い

本ほ
ん

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
和
紙
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
和
綴
じ
製
本
〜

東
公
民
館

笑
い
ヨ
ガ
講
座

　
〜
笑
い
か
ら
健
康
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

　
　
　
　
　
　
　
簡
単
な
薬
膳
を
食
す
〜

おけがわ『結婚を願う親との交流会』

　結婚を考えている子どもをもつ親または近親者
（血縁の深い親族）との意見交換や、参加者同士
のフリートークを実施し、子どもの結婚支援にな
る交流会を目指します。さくらフレンドが、これ
まで実施してきた結婚活動を体験していただきます。
■時　３月11日㈰午前９時～午後１時頃
　※午前８時50分集合
■場　さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
■対　結婚を考えている人（独身男性30～45歳、独

身女性26～42歳）の親または近親者
■定　男女の親または近親者30人【先着順】
■￥　300円（軽食、お茶代）
■持　結婚を考えている人のスナップ写真、室内用

運動靴（スリッパ）、筆記用具
※原則、定員になりましたら締め切りますが、桶

川市に在住の親または近親者については、定員
を超えていても、相談に応じます。まずは、電
話してください。
■申　２月19日㈪～25日㈰の午前９時から午後９時

までに、電話でさくらフレンドへ。
お詫び　平成29年10月22日㈰に予定していた、

親との交流会は、衆議院議員選挙のため中止と
なりました。多数の参加希望がありましたので、
改めて実施します。
■問　さくらフレンド☎728―3393

★自分の娘も安心して参加できる婚活を目指しています!!★

ス
ポ
ー
ツ

公
　民
　館

歴
史
民
俗
資
料
館

※

月
曜
休
館



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
D
O
で
す
か

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
D
O
で
す
か

2021 2018.2 2018. 2

日出谷子育て支援センター☎789‐2581
駅前子育て支援センター☎774‐9979

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■申
・
■問　

電
話
（
728
―
7
1

1
7
）

来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

平
成
30
年
度
彩
の
国
い
き
が
い
大
学

伊
奈
学
園
（
専
攻
課
程
）
学
生
募
集

　
「
彩
の
国
い
き
が
い
大
学
」
で
は
、

学
生
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
、

学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
仲

間
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
卒
業
後

は
地
域
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■内　

一
般
教
養
、
専
門
科
目
の
学
習
と

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

■場　

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

■対　

県
内
在
住
で
平
成
30
年
4
月
1
日 

　

現
在
60
歳
以
上
の
人

■定　

90
人
／
140
人
／
130
人

■￥　

4 

2
，
0
0
0
円
（
年
額
）

■他　

年
38
回
（
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日

開
催
）

■申　

市
役
所
で
学
生
募
集
案
内
を
入
手

し
、
2
月
28
日
㈬
《
必
着
》
で
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
H
P
で
申
込
み
を
。

■問　

専
攻
課
程
：
彩
の
国
い
き
が
い
大

学
伊
奈
学
園
☎
728
―
2
2
9
9

け
ん
か
つ
鉄
道
フ
ェ
ア
２
０
１
８

■時　

2
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
■定　

な
し　
　

■￥
無
料
（
一
部
有
料
）

■時　

2
月
16
日
㈮
〜
3
月
11
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
9
時　

※
最
終
日
は
15
時
30

分
ま
で

■場　
エ
ル
ミ
こ
う
の
す
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
1
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
（
メ
イ
ン

会
場
）

　
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＝
2
月

16
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
）

■他　

各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
も
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭
り
」で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問　

鴻
巣
市
観
光
協
会
☎
048
―
540
―
3 

3

　

3 

3
（
水
曜
日
定
休
）

■時　

4
月
7
日
㈯
午
前
9
時
出
発
（
午
前

8
時
受
付
、
8
時
30
分
開
会
式
。
雨
天

決
行
、
荒
天
中
止
）

3
キ
ロ
コ
ー
ス
【
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
】

市
役
所
→
高
尾
氷
川
神
社
→
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー（
解
散
）
※
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
車
い

す
の
人
な
ど
も
参
加
で
き
ま
す
。

9
キ
ロ
コ
ー
ス
【
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
】

市
役
所
→
西
部
公
民
館
→
石
戸
蒲
ザ
ク
ラ

→
子
供
公
園
→
城
ヶ
谷
堤
→
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー（
解
散
）

■￥　

一
人
100
円
（
当
日
集
金
）

■定　

500
人

■申　

3
月
16
日
㈮
ま
で

に
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康

課
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
地
区

公
民
館
、
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

学
習
セ
ン
タ
ー
、
子
供
公
園
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
窓
口

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
引
き
換
え
に

参
加
登
録
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

大
会
当
日
に
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■問　

第
19
回
感
動
桜
国
き
た
も
と
ウ
ォ
ー

ク
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー

ツ
健
康
課
☎
048
―
594
―
5
5
6
8
）

第
19
回
感
動
桜
国

き
た
も
と
ウ
ォ
ー
ク
大
会
開
催

K
itam

oto
C
ity

北
本
市

鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭
り
２
０
１
８

K
onosu

C
ity

鴻
巣
市

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

048‐856‐9800

授業見学・
個別相談随時受付！

―新入・転編入個別相談受付中―
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

個別見学会実施中 転編入・不登校 ご相談下さい ※要電話予約

〒362-0071 桶川駅より徒歩8分
埼玉県上尾市井戸木2-2-22学校法人 山口精華学園

学 習
生 活
進 路

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活

トライ

精華学園高等学校 上尾校

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

つぎを創るための高校

■内　日本体育大学から講師を招き、
お子さんと一緒に楽しくできる運
動遊びを紹介します。

■時　 2 月16日㈮午前10時30分～正午
■場　日出谷子育て支援センター
■対　市内在住の未就園児と保護者
■定　20組【先着順】
■￥　無料
■持　タオル、飲み物
※保護者も動きやすい服装で参加し
てください。
■講　時

と き

本
も と

久
く

美
み

子
こ

さん（日本体育大学
児童スポーツ教育学部児童スポー
ツ教育学科教授）

■申・■問　 2 月 5 日㈪午前10時から、
電話または直接、申し込みを。

　日出谷子育て支援センター
 ☎789－2581
　スポーツ振興課☎786－3211（代表）

■内　ミニリボンレイストラップ作り
　（ 2 本のリボンで編んでいきます）、

情報交換
■時　 2 月16日㈮午前10時30分～正午
■場　駅前子育て支援センター
対　市内在住の乳幼児の親子
■定　 8 組【先着順】
■講　七

な な

尾
お

絹
き ぬ

子
こ

さん（ハンドメイド作
家）

■￥　無料
■申　 2 月 5 日㈪午前10時から、電話

または直接、駅前子育て支援セン
ターへ。

■内　クラフトバンドを使ったかご作

り、情報交換など　　　　
■時　 2 月23日㈮午前10時～正午
■場　日出谷子育て支援センター
■対　市内在住の乳幼児の親子
■定　 8 組【先着順】
■講　佐

さ

佐
さ

みのりさん（クラフトバン
ドサークル　SORAHANA主宰）

■￥　無料
■申　 2 月 6 日㈫午前10時から、電話

または直接、日出谷子育て支援セ
ンターへ。

■内　ウクレレ演奏とウクレレ体験
■時・■場

2 月23日㈮午前11時～正午
⇨駅前子育て支援センター
2 月28日㈬午前11時～正午
⇨日出谷子育て支援センター
※「のびっこサロン」内で実施。

■対　乳幼児の親子
■講　ウクレレサークル
　「ウクレレ・アロハ」
■￥　無料　　　　■申　不要　

■内　親子で触れ合いながら身体を動
かします。

■時　 3 月 6 日㈫午前10時30分～11時
30分

■場　駅前子育て支援センター
■対　市内在住の 6 か月から未就園児

の親子
■講　日本マタニティーフィットネス

協会認定インストラクター
■定　 8 組【先着順】
■￥　無料
■持　タオル、飲み物
■申　 2 月20日㈫午前10時から、電話

または直接、駅前子育て支援セン
ターへ。

親子で楽しい運動遊び

☆ママ講座☆
かわいいミニリボンレイスト
ラップ作りを楽しみませんか

子育て講座「親子ヨガ」
～親子で楽しく
　身体を動かしてみませんか～

☆パパ、ママ達の
ハンドメイド・サロン☆
クラフトバンドで作る
手作りかご、素敵な雑貨作りに
　　　挑戦してみませんか！！

☆家族で楽しむウクレレ講座☆
男女共同参画グループサポート事業
～ウクレレ体験をしてみよう！～

鴨川保育所� ☎786-1437
坂田保育所� ☎728-4653

北 保 育 所� ☎771-2014
日出谷保育所� ☎787-0593

実施日 保育所
	 2 月	 6日㈫・	28日㈬ 鴨川
	 2 月	 7日㈬・	13日㈫ 北
	 2 月	 7日㈬・	27日㈫ 日出谷
	 2 月	20日㈫・	28日㈬ 坂田

　桶川市保育所では、あそぼう会と園庭開放を実
施しています。
■時　午前９時30分～11時 ■費　無料
■対　乳幼児（未就学児）と保護者
■持　着替え、タオル、飲み物 ■申　不要
※なるべく自転車、徒歩でお越しください。
※子育て相談も実施しています。
※詳しくは各保育所ホームページをご覧ください。
あそぼう会「リズムあそび」
ピアノの曲に合わせて楽しく
体を動かします。
保護者の方も一緒にどうぞ♪

園庭開放（雨天中止）
園庭で自由に遊んだり、
保育所の子どもたちと
一緒に遊びましょう。
保護者同士の交流もで
きます。

～桶川市保育所地域子育て支援事業～

あそぼう会と園庭開放のお知らせ

実施日 保育所
	 2 月	14日㈬ 鴨川、坂田
	 2 月	21日㈬ 北、日出谷

親子で気軽に遊びに
　来ませんか？



■内　内容　■時　日時　■場　場所　■対　対象　■定　定員　■￥　費用　■持　持ち物　■講　講師　■他　その他　■申　申込み　■＠　メールアドレス　■問　問合せ
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■時　

4
月
1
日
㈰
午
後
2
時
30
分
開
場
、

午
後
3
時
開
演

■￥　

全
席
指
定
6
，
0
0
0
円
（
当
日
500

増
）
⇨
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

■時　

3
月
4
日
㈰
午
後
1
時
15
分
開
場
、

午
後
2
時
開
演

■￥　

400
円
（
当
日
500
円
）
⇨
チ
ケ
ッ
ト
販

売
中

　

審
査
員
は
ご
来
館
の
皆
様
で
す
（
作
品

募
集
は
2
月
28
日
ま
で
）。

■時　

3
月
10
日
㈯
〜
25
日
㈰
※
表
彰
式
は　

3
月
31
日
午
後
0
時
40
分
〜（
予
定
）

■場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
2

■他　

投
票
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
6
時

①
映
画
会　

新
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

響 森
の 情報

響の森　〒363‐0022　桶川市若宮１－５－９
　桶川市民ホール☎789－1113　１階受付チケット☎789－1513
　さいたま文学館☎789－1515

　

映
画「
武
蔵
野
」（
監
督
を
迎
え
て
開
催
）

②
講
演
会
「
国
木
田
独
歩
と
武
蔵
野
」

■時　

①
2
月
3
日
㈯
午
後
2
時
〜

　
　

②
2
月
24
日
㈯
午
後
2
時
〜

■場　

文
学
ホ
ー
ル

■定　

①
②
と
も
200
人

■￥　

無
料

■講　

①
原
村
雅
樹
さ
ん
（
監
督
）
②
中
島

礼
子
さ
ん
（
国
士
舘
大
学
教
授
）

■申　

電
話
で
、
さ
い
た
ま
文
学
館
へ
。

　

小
さ
な
お
子
様
も
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

せ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

■内　

本
を
使
わ
な
い
で
聴
か
せ
る
お
話（
す

ば
な
し
）、
絵
本
の
読
み
語
り
、
指
遊
び
、

言
葉
遊
び
、
歌
な
ど

■時　

2
月
10
日
㈯
、
3
月
10
日
㈯
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
（
午
前
10
時
か
ら

受
付
）

■場　

講
座
室
2

■対　

幼
児
、
小
学
生
（
保
護
者
も
可
）

■定　

40
人

■￥　

無
料

■他　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
発
行
中
。
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
る
と
・
・
・
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

が
で
き
る
よ
‼
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え

る
よ
‼

■申　

不
要

桶
川
市
民
ホ
ー
ル
　情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

さ
い
た
ま
文
学
館
　情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

2月の【休館日】の
お知らせ

さいたま文 学 館
桶川市民ホ ー ル

べに花ふるさと館

5日㈪・13日㈬・　
19日㈪・26日㈪
27日㈫　　　　

改修工事のため
4月30日（月・祝）まで休館中

5日㈪・13日㈫
19日㈪ ･ 26日㈪
27日㈫        

利用期間 6月 1日㈮～ 30日㈯ 7月 1日㈰～ 31日㈫

受付開始
日時

3 月 2 日㈮
午前 9時

4月 1日㈰
午前 9時

（※）
予約方法

市民ホールに直接、また
は電話（789－1113）で
予約受付

べに花ふるさと館に直接、
または電話（729－1611）
で予約受付

35th　
Anniversary　

杉
山
清
貴

acoustic　
solo　

tour2018

桶
川
市
民
吹
奏
楽
団

第
39
回
定
期
演
奏
会

い
っ
し
ょ
に
お
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

お
は
な
し
の
へ
や

テ
ー
マ
展

「
武
蔵
野
の
お
も
か
げ
〜
自
然
と
文
学
」

関
連
事
業　
映
画
会
・
講
演
会

け
や
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展

申込時間：午前９時～午後６時
729－1611 727－0255月2

催　し　物 と　　き ところ 内　　　容

第１１回 
ふるさと
再発見講座

（ふるさと館
共催）

2 月24日㈯
①午後 1時
30分〜 2時
②午後 2時
〜 3時45分

さいたま
文学館
２階
講座室

①県内の民話語りグループによ
る民話の発表（民話の会いな
ぼっち・河童の会）　
■￥　無料

②「民家再生〜住まい手の思い
と、受け継がれる伝統と技」
■￥　600円※中学生以下無料
■講　小林輝子さん　　　

■申　不要（①②とも）
■他　埼玉県民話語り協議会主催

●改修工事に伴う休館のお知らせ
べに花ふるさと館は、改修工事に伴い休館中です。
※再オープンは５月１日㈫となります。

●再オープン後の利用予約について

････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････

※６月分と７月分では、施設予約の方法が異なりますので注意してく
ださい。
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埼
玉
県
の
古
墳
と
い
う
と
、
多
く
の
人
は

埼さ
き

玉た
ま

古
墳
群
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
の
県
名
発
祥
の
地
で
も
あ
る
行
田
市

埼さ
き

玉た
ま

に
造
ら
れ
た
、
東
日
本
を
代
表
す
る
古

墳
群
で
す
。
５
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
の

時
期
に
か
け
て
、
狭
い
範
囲
に
二
重
の
堀
を

持
つ
大
形
古
墳
が
集
中
し
て
造
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
国
宝
の
稲い

荷な
り

山や
ま

古
墳

出
土
金き

ん

錯さ
く

銘め
い

鉄て
っ

剣け
ん

な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
発
掘
調
査
や
整
備

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
か
ら
南
に
約
18
㎞
、
荒
川
左

岸
の
小
さ
な
谷
が
入
り
組
ん
だ
桶
川
の
台
地

上
で
も
、
６
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
前
半
に

か
け
て
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
田
谷
地
区
を
中
心
に
分
布
す
る
川
田
谷

古
墳
群
に
は
、
４
つ
の
支
群
60
基
以
上
の
古

墳
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
原

山
古
墳
群
は
桶
川
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
川
田
谷
古
墳
群
の
東
の
台

地
奥
部
に
あ
る
、
上
日
出
谷
の
氷
川
神
社
裏

古
墳
か
ら
出
土
し
た
馬
具
な
ど
も
、
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
埼
玉
古
墳

群
と
同
じ
時
代
に
は
桶
川
で
も
多
く
の
古
墳

が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
古
墳
群
で
最
初
に
造
ら
れ
た
稲
荷
山

古
墳
よ
り
100
年
以
上
前
の
４
世
紀
、
川
田
谷

古
墳
群
の
樋ひ

の

詰づ
め

支
群
に
相
当
す
る
場
所
で
、

埼
玉
県
を
代
表
す
る
前
期
古
墳
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
熊
野
神
社
古
墳
で
す
。
熊
野
神
社
古

墳
は
、
江
川
の
浸
食
谷
に
面
し
た
直
径
約
38

ｍ
の
円
墳
で
、
そ
の
名
前
の
と
お
り
墳
丘
に

熊
野
神
社
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
古
墳
自
体

は
埼
玉
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
３
年
、
地
元
で
「
オ
ク
マ
ン
サ
マ
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
熊
野
神
社
の
社
殿
を
改
築
す

る
際
、
現
在
の
社
殿
周
辺
か
ら
粘
土
が
固
め

ら
れ
た
主
体
部
（
埋
葬
施
設
）
と
考
え
ら
れ

る
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
中
か
ら
玉
類
や

石
製
品
お
よ
び
朱
の
塊
な
ど
多
く
の
遺
物
が

出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
遺
構
は
粘
土
槨か

く

と
呼

ば
れ
る
棺
を
納
め
た
施
設
で
、
出
土
し
た
遺

物
は
被
葬
者
と
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
た
副
葬
品

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

熊
野
神
社
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、

硬こ
う

玉ぎ
ょ
く

製
勾ま

が

玉た
ま

・
瑪め

の
う瑙

製
勾
玉
・
碧へ

き
ぎ
ょ
く玉

製
管く

だ

玉た
ま

・
碧
玉
釧く

し
ろ

・
碧
玉
巴と

も
え
が
た形
石
製
品
・
碧
玉
筒

形
石
製
品
・
瑠る

璃り

小こ

玉だ
ま

や
筒
型
銅
製
品
な
ど

で
あ
り
、
昭
和
28
年
に
一
括
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

遺
物
は
、
玉ぎ

ょ
く

杖じ
ょ
う

の
一
部
で
あ
る
筒
形
石
製
品

や
威い

儀ぎ

具ぐ

で
あ
る
巴
形
石
製
品
な
ど
、
権
力

の
象
徴
と
も
い
え
る
威い

信し
ん

財ざ
い

が
中
心
で
あ
り
、

熊
野
神
社
古
墳
は
４
世
紀
の
荒
川
下
流
域
を

治
め
る
大
き
な
権
力
者
の
墓
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
筒
型
銅
製
品
な
ど
か

ら
は
畿
内
勢
力
と
の
結
び
つ
き
が
想
定
で
き
、

荒
川
を
通
じ
た
各
地
と
の
交
流
を
窺
う
こ
と

の
で
き
る
、
重
要
な
遺
物
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

�

桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
井
上
尚
明

桶
川
の
古
墳

▲熊野神社古墳出土品

▲熊野神社古墳出土品



　桶川の民話を題材にした大型紙芝居の読み聞かせが
桶川小学校で行われました。
大型紙芝居を作ったのは、桶川小学校図書ボランティ
アの皆さんです。親しみやすい地元の昔話をとおして
本への興味を深めてもらおうと企画されました。
　当日は、「地蔵さまとタヌキ」「浮気な地蔵さん」「泉福寺の竜」の３
話が披露され、ボランティアの皆さんの心のこもった語り口に聞き入
る児童の姿がみられました。
　ボランティアの皆さんは、「今後もお話しを増やしていきたい」と抱
負を語っていました。　　　　　　　　　　（12月15日　桶川小学校）

桶川の民話を題材にした大型紙芝居桶川の民話を題材にした大型紙芝居

　桶川市体育協会川田谷支部主催の朝のか
け足運動は、子どもたちの体力向上ととも
に忍耐力や協調性を養おうと昭和38年に始
まった取組みです。今回で55回目を迎えま
した。
　今年は、 1月 4 日～21日の18日間開催。
参加した子どもたちへ、出席日数に応じた、
金、銀、銅メダルが贈られます。
　当日は、白い息をはきながら元気いっぱ
いに走る子どもたちの姿がみられました。
　　　　　　　　  （ 1月 4日　城山公園）

朝のかけ足運動朝のかけ足運動
　市内全小・中学校が、東京
2020教育プログラム「オリ
ンピック・パラリンピック教
育実施校」の事業の認証を受
けました。
　また、小学校では、学級ご
とに大会マスコットを選定し
2月22日までに投票する予定
です。

東京2020オリンピック・パラリンピック
教育実施校に認証
東京2020オリンピック・パラリンピック
教育実施校に認証 　県や青少年育成埼玉県民会議などが

主催する「家庭の日」ポスターコン
クール（中学生の部）において優良賞
を受賞した水野寧々さん（東中学校１
年）が市長を表敬訪問しました。
　このコンクールは、親子や家庭のふ
れあいなど家庭の果たす役割の大切さ
を改めて考えてもらうことを目的に平
成５年から開催されています。
　「浴衣でお祭り」と題した水野さん
の作品は、母に着付けをしてもらった
ことや家族で楽しく過ごした地元のお
祭りの思い出が表現されています。
　イラストを描くことが好きな水野さ
ん。将来は、漫画家になりたいとのこ
とです。　　　　　　  （12月15日）

「家庭の日」ポスターコンクールで優良賞を受賞「家庭の日」ポスターコンクールで優良賞を受賞

　地域住民協力のもと、県の
「市町村と地域団体との協働
事業補助金」と市の助成で、
坂田細谷区および坂田堀ノ内
区の集会所を新築しました。
今後、この集会所を拠点とし
たコミュニティ活動の一層の
推進が期待されます。
　　　　　  （12月25日）

集会所を新築しました集会所を新築しました

「うんち教室」を開催「うんち教室」を開催
　小学１・２年生を対象に排便の大切さやトイレの正しい使い方
を指導する「うんち教室」が加納小学校で行われました。
　この取組みは、「トイレがきたない」「恥ずかしい」などの理
由で排便を我慢する児童が多いことから「うんち教室」の必要性
を感じていた同校の養護教諭が、改修工事が完了し、安心してト
イレが使えるようになったのを機に企画したものです。
　教室では、児童たちが楽しく学べるよう、クイズを交えた指導
のほか、便が出やすくなる「おなかのマッサージ」や「うんち体
操」が行われました。　　　　　　  （12月14日　加納小学校）

186人のキッズ
「認知症サポーター」が新たに誕生
186人のキッズ
「認知症サポーター」が新たに誕生
　加納小学校と西小学校のいずれも４年生が、認知症サ
ポーター養成講座を受講しました。
　児童たちは、『大好きなおばあちゃん』というDVDを観て
認知症の人の気
持ちを考えたほ
か、「どんなふう
に接したらよい
か」などの対応を
学習しました。
（11月27日　
加納小学校）

第18回
桶協秋季グラウンド・ゴルフ大会 結果
第18回
桶協秋季グラウンド・ゴルフ大会 結果
と　き▶11月21日㈫　ところ▶城山公園　多目的広場
参加人数▶101人（男子53人 女子48人）

＜ダイヤモンド賞（1ラウンドでホールインワンを３回達成）＞
　森谷　チヨノ

＜男子の部＞

＜女子の部＞

※H　数はホールインワンの数

優　勝 森谷チヨノ 打数　65打　H4本　2打 12
準優勝 近藤　和子 打数　68打　H4本　2打 11
３　位 上利　綾子 打数　77打　H2本　2打 10

優　勝 小林　寛二 打数　76打　H2本　2打 11
準優勝 高野　文康 打数　77打　H2本　2打 10
３　位 関口　宏士 打数　78打　H2本　2打 11

まちの話
題

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

2425 2018.2 2018. 2



まちの話
題

子育て世代の
お薬講座
子育て世代の
お薬講座

寄附に対し感謝状を贈呈寄附に対し感謝状を贈呈
　市政に対し温かいご理解のうえ、多額のご支援をして
くださいました群馬県人会様に感謝の意を表し、感謝状
をお贈りいたしました。　　　　　　　  （12月14日）

　

～ ～
年間賞優秀作品
おけがわ文芸

昨年一年間に掲載した作品の中から
優秀作品が選ばれました。
　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

【
最
優
秀
賞
】

　
　
涼
や
か
に
風
を
仕
立
て
る
盆
栽
士 

朝
日 

大
野
　
君
子

【
優
秀
賞
】

　
　
春
立
つ
や
妻
買
い
物
に
行
っ
た
き
り 

鴨
川 

小
川
　
修
三

　
　
鼓
打
つ
手
付
き
で
叩
き
西
瓜
買
う 

加
納 

髙
橋
　
眞
次

【
最
優
秀
賞
】

　
　
五
本
指
の
靴
下
履
い
て
ヨ
ガ
習
う
踏
ん
張
る
足
が
床
に
張
り
付
く 

坂
田 

山
口
　
宏
子

【
優
秀
賞
】

　
　
ス
ト
ー
ブ
に
沸
く
湯
の
音
を
き
き
な
が
ら
健
や
か
あ
れ
と
初
日
誌
か
く 
泉 

外
山
　
ナ
ミ

　
　
そ
そ
り
立
つ
清
津
峡
の
川
風
に
い
ろ
づ
く
紅
葉
の
厳
し
さ
思
ふ 

若
宮 
中
坂
　
紘
子

　市と相互連携協定を締結し
ている日本薬科大学から齋藤
博准教授を講師にお迎えして
児童館で「子育て世代のお薬
講座」を開催しました。
　講義では「子どもに使って良い薬と悪い薬」、「薬の効
く人・効かない人」、「妊婦や授乳中のお母さんの服薬」
などをわかりやすく説明していただき、真剣に聞き入る
参加者の姿がみられました。
　また、薬剤師でアロマテラピーインストラクターなど
の資格を持つ、齋藤麻衣子先生による「ハーブとアロマ
のお話し」もあり、各自でお好みの香りのルームフレグ
ランス作りも行われ、盛り上がりをみせました。
　　　　　　　　　　　　　　  （12月 9日　児童館）
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俳
　
句

短
　
歌

（
選
句
協
力…

桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

応募要領

①②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま

た
は【
Ｅ
メ

ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
俳
句
は
1
人
3
句
、
短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、
必
ず
楷
書
で
記
入
）

作
品

発

　表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、上
位
、俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

締
切
り
…
2
月
15
日
消
印
有
効（
今
回
の
応
募
は
、4
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

数
珠
玉
の
よ
う
に
柿
干
す
里
の
軒 
坂
田 

山
口
　
宏
子

青
鷺
や
群
れ
を
嫌
い
て
冬
一
羽 

末
広 

野
原
　
清

は
ら
か
ら
の
訛
す
っ
か
り
根
深
汁 

東 

豊
田
　
鈴
子

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
親
子
お
揃
い
紺
絣 

末
広 
齋
藤
　
律
子

散
紅
葉
筏
と
な
り
て
川
下
る 

鴨
川 
春
日
千
代
子

生
き
甲
斐
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
同
期
会 

若
宮 

岩
田
　
哲
明

木
曽
三
川
あ
い
寄
る
と
こ
ろ
冬
の
虹 

坂
田 

小
林
　
茂
之

緩
や
か
に
や
が
て
激
し
く
里
神
楽 

加
納 

髙
橋
　
眞
次

陸
奥
の
庇
を
埋
め
て
懸
大
根 

泉 

柴
田
　
靖
子

紅
葉
坂
少
女
の
昨
日
今
日
明
日 

坂
田 

中
井
加
恵
甫

忙
し
さ
が
何
処
か
親
し
き
心
地
し
て
暮
れ
の
近
付
く
駅
通
り
う
ら

 

上
日
出
谷 

岩
田
　
一
男

ポ
ス
ト
迄
歩
き
慣
れ
た
る
旧
道
は
幼
き
頃
か
ら
Ｓ
字
に
曲
が
る

 

東 

田
中
美
智
子

柿
も
ぎ
の
竿
の
狙
ひ
を
く
る
は
し
て
夕
風
枝
を
ゆ
ら
し
初
め
け
り

 

朝
日 

大
野
　
君
子

水
族
館
大
き
く
揺
ら
す
ま
ぐ
ろ
の
尾
秋
の
日
差
し
に
水
の
き
ら
め
く

 

若
宮 

中
坂
　
紘
子

歌
を
よ
む
よ
ろ
こ
び
教
え
て
く
れ
し
友
稔
の
秋
を
見
ず
に
旅
立
つ

 

泉 

外
山
　
ナ
ミ

そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
落
葉
の
中
に
い
る
沈
み
か
け
た
る
夕
日
の
か
け
ら

 

坂
田 

小
林
　
茂
之

手
を
翳
す
何
処
ま
で
続
く
送
電
塔
ス
ス
キ
の
原
の
秋
の
夕
暮
れ

 

倉
田 

安
中
　
久
遠

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

または「おけがわ文芸」コーナー
桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」〒363－8501

E メール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらのQR
コードからも
投稿できます

▲

2

林　直緒ちゃん
〈寿〉

な お

なお君、1歳のお誕生日
おめでとう‼笑顔が素敵
な、なおがみんな大好き
だよ♡これからも元気い
っぱい大きくなってね☆

前田　悠里ちゃん
〈坂田〉

ゆう り

１歳のお誕生日おめでとう♡
甘えん坊なゆうりちゃん、こ
れからも元気いっぱい優しい
子になぁれ♡

濱野　紗季ちゃん
〈上日出谷〉

さ き

さきちゃん2歳のお誕生日お
めでとう。いつもかわいいさ
きちゃんの笑顔が大好きだ
よ。家族のアイドルです♥

野中　咲乃ちゃん
〈西〉

さき の

２歳のお誕生日おめで
とう！甘えん坊で食いし
ん坊。いつも周りに笑顔
を咲かせてくれる咲ちゃ
ん。元気に大きくなあれ！

池田　湊翔ちゃん
〈加納〉

とみな

2歳のお誕生日おめでとう♪
いつもニコニコかわいい笑
顔をありがとう☆これからも
元気に大きくなってね！

秋元　都羽ちゃん
〈泉〉

わと

とわ♡２歳のお誕生日おめでと
う！お歌が大好きなとわ☆いつ
も可愛いダンスで楽しませてく
れてありがとう！これからも元
気にスクスク大きくな～れ♡

長島　愛莉ちゃん
〈東〉

あいり

2歳おめでとう☆愛嬌と
愛想のある子に育ってく
れてありがとう！これか
らも元気いっぱい大きく
なってね♪

１歳のお誕生日おめでと
う。佳ちゃんのかわいい
笑顔が、みんな大好きで
す。お姉ちゃんの彩ちゃん
といつまでも仲良く、元気
いっぱいに育ってね。

小沢　佳乃ちゃん
〈坂田〉

よし の

３歳のお誕生日おめでと
う！パパもママもりりちゃ
んが大好きです☆これか
らも我が家のお姫様の成
長を楽しみにしてるね！

小林　結莉ちゃん
〈若宮〉

り り

一歳のお誕生日おめでとう
‼家族みんな、ゆうちゃん
のことが大好き♥いつもか
わいい笑顔をありがとう‼
お兄ちゃん、お姉ちゃんと一
緒に、元気に大きくなぁれ♪

下田　結樹ちゃん
〈若宮〉

ゆう き

小林 結莉（りり）ちゃん　<若宮
>39-11

３歳のお誕生日おめでとう！パパも
ママもりりちゃんが大好きです☆こ
れからも我が家のお姫様の成長を
楽しみにしてるね！

後藤　奏太ちゃん
〈坂田〉

そう た

奏ちゃん、1歳のお誕生日おめで
とう♫いつもニコニコの奏太く
ん、とっても大好きだよ♡パパマ
マは毎日幸せです！！これからも
元気いっぱい大きく育ってね☆

　　　　　  の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日
③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】また
は【Eメール】でお送りください。（ 2月15日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮
ください。

４月生まれ

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

桶川泉店
ドラックストア

24 時間営業中

年中無休
〒363-0021 桶川市泉1-8-6

TEL048-789-2115
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3月号の締め切りは、 1月10日(水)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

■
桶
川
の
交
通
史 
四
方
山
話『
桶
川
地
域

文
化
研
究
会
』

２
月
４
日
㈰
14
時
10
分
～
16
時
予
定
／
地

域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
／

30
人
／
無
料
／
講
師
・
杉
山
正
司
氏
（
埼

玉
県
文
書
館
長
）。
宿
場
町
桶
川
よ
り
発

展
す
る
交
通
の
歴
史
／
杉
井
☎
786
─
１
４

２
３

■
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
作
品
展

～
『R

ue-flora

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
』

２
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
10
時
～
18
時
／
市

民
ホ
ー
ル
／
無
料
／
生
徒
さ
ん
の
作
品
展

示
を
主
に
、
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
御
用
意
し
て
い
ま
す

／
小
山
☎
090
─
８
５
１
６
─
２
３
８
１

■
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
『
桶
川
寄
席

り
ん
ど
う
』

２
月
25
日
㈰
14
時
開
演
／
桶
川
集
会
所

（
ユ
ニ
テ
ィ
）
／
70
人
／
無
料
（
賛
助
会

員
500
円
）
／
皆
で
笑
っ
て
免
疫
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
よ
う
／
木
村
☎
090
─
４
４
２
３
─

２
８
３
９

■
大
人
の
た
め
の
韓
国
語
・
英
会
話
入
門

講
座
『
国
際
文
化
交
流
協
会
』

３
月
７
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
全
8
回
）

英
・
18
時
～
19
時
、
韓
・
19
時
30
分
～
20

時
30
分
／
市
民
ホ
ー
ル
／
先
着
15
人
／
全

８
回
５
，
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

２
，
０
０
０
円
）
／
韓
・
読
み
書
き
か
ら

基
礎
会
話
ま
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
先
生
と
学
習
。

英
・
中
１
レ
ベ
ル
の
文
法
を
中
心
に
基
礎

会
話
を
外
国
人
先
生
と
学
習
／
国
際
文
化

交
流
協
会
☎
090
─
６
４
８
９
─
２
８
０
３

（
平
日
10
時
～
18
時
）

■
パ
ソ
コ
ン
『
ハ
ッ
ピ
ー
♪
パ
ソ
コ
ン
』

毎
月
第
４
木
曜
日
10
時
～
11
時
30
分
／
県

民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
／O

ffice２０１０

以
降
の
P
C
を
持
参
で
き
る
人
／
月
額
１
，

５
０
０
円
、
年
額
１
，
０
０
０
円
／
自
分

の
P
C
で
「
困
っ
た
」
を
解
決
！
初
心
者

も
買
替
の
人
も
大
歓
迎
／
菰こ

も

田だ

☎
090
─
７

４
２
７
─
８
４
０
７

■
新
規
会
員
募
集
『
べ
に
花
健
歩
会
』

年
間
８
回
（
バ
ス
：
金
曜
２
回
、
電
車
：

土
曜
６
回
）
／
関
東
・
甲
信
の
主
要
観
光

地
や
隠
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
／
10

人
／
年
額
個
人
３
，
０
０
０
円
、
家
族

（
２
人
で
）
４
，
０
０
０
円
／
75
歳
以
下

／
H
30
年
に
15
周
年
を
迎
え
る
。
会
員

は
、
桶
川
・
上
尾
を
中
心
に
約
90
人
。
現

地
ガ
イ
ド
の
案
内
付
で
健
康
と
地
域
を
超

え
た
仲
間
作
り
を
目
的
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
／
小
林
☎
080
─
２
０
４
８
─

４
５
１
１

■
ふ
れ
あ
い
育
成
救
援
基
金
（
愛
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
募
金
）
の
図
書
費
一
時
金
１

万
円
の
受
給
者
募
集
『
ふ
れ
あ
い
育
成
救

援
基
金
』

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31

日
現
在
、
高
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
年

齢
に
あ
り
、
父
、
母
又
は
両
親
が
死
亡
し

て
い
る
遺
児
の
皆
さ
ん
（
高
校
に
い
っ
て

い
な
く
て
も
そ
の
年
齢
の
該
当
者
）
※
公

務
員
の
職
に
あ
る
も
の
が
扶
養
し
て
い
る

遺
児
は
除
く
／
渡
辺
☎
090
─
３
０
０
２
─

９
５
２
２

■
心
に
し
み
る
歌
、
抒
情
歌
を
唄
い
ま
せ

ん
か
『
抒
情
歌
を
歌
う
会
・
風
月
花
』

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
10
時
～
11
時
45
分

／
市
民
ホ
ー
ル
３
階
練
習
室
１
／
男
女

５
人
／
入
会
金
１
，
０
０
０
円
、
月
額
３
，

５
０
０
円
／
オ
ペ
ラ
歌
手
佐
藤
元
子
先
生

の
も
と
発
声
の
指
導
を
受
け
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
中
歌
い
ま
す
／
黒
河
☎
786
─
７

１
６
２

■
手
作
り
パ
ン
『
ベ
ニ
花
パ
ン
工
房
』
会

員
募
集

毎
月
第
４
木
曜
日
９
時
～
12
時
／
東
公
民

館
／
月
額
２
，
０
０
０
円
／
み
ん
な
で
わ

い
わ
い
が
や
が
や
楽
し
い
パ
ン
作
り
グ
ル

ー
プ
で
す
／
伊
藤
☎
080
─
１
０
３
４
─
８

４
３
１

■
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
募
集
『
は
つ

ら
つ
ク
ラ
ブ
』

毎
週
月
曜
日
13
時
～
14
時
／
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
柔
道
場
／
７
人
／
月
額
２
，
５
０

０
円
／
正
し
い
方
法
で
確
実
に
筋
力
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
腰
、
膝
の
痛
み
に
ぜ
ひ
。
整

形
外
科
医
Dr.
Ａ
に
よ
る
指
導
で
行
っ
て
い

ま
す
／
道
江
☎
786
─
５
５
９
８

■
将
棋
会
員
募
集
『
棋
友
会
』

毎
週
水
曜
日
13
時
～
16
時
／
加
納
公
民
館

／
月
額
500
円
／
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方
／
将
棋
の
対
局
を
通
じ
て
棋
力

の
向
上
と
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
／
近
藤
☎
728
─
２
２
２
２

■
絵
画
教
室
会
員
募
集
『
木
曜
会
』

毎
月
第
２
木
曜
日
10
時
～
13
時
／
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
２
～
３
人
／

月
額
１
，
５
０
０
円
（
出
席
月
の
み
）
／

仲
間
た
ち
と
気
軽
に
デ
ッ
サ
ン
と
水
彩
画

を
先
生
指
導
の
元
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、

先
生
は
油
絵
の
指
導
も
で
き
る
方
で
す
／

小
島
☎
090
─
８
５
１
１
─
０
３
３
６

■
リ
ズ
ム
体
操
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
『
３

Ｂ
体
操
（
桶
川
西
教
室
）』

毎
月
第
１
・
２
・
３
・
４
月
曜
日
10
時
30

分
～
12
時
／
若
宮
２
─
14
─
３
野
本
ビ
ル

３
階
／
10
人
／
入
会
金
１
，
０
０
０
円
、

月
額
２
，
０
０
０
円
／
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
ー
の
用
具
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

＆
リ
ズ
ム
体
操
で
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健
康

づ
く
り
。
運
動
が
苦
手
な
人
も
大
丈
夫
。

見
学
自
由
、
レ
ッ
ス
ン
無
料
（
２
回
）
／

清
水
☎
771
─
８
９
０
８

■
会
員
募
集
（
標
的
射
撃 

狩
猟
）『
桶
川

猟
友
会
』

標
的
射
撃
：
射
撃
練
習
通
年
。
全
体
合
同

練
習
会
：
５
月
13
日
・
10
月
28
日
／
百
穴

射
撃
場
・
佐
久
平
射
撃
場
、
埼
玉
・
群
馬

・
長
野
県
猟
区
／
年
額
４
，
０
０
０
円

（
事
務
費
・
合
同
練
習
会
補
助
費
等
）
合
同

練
習
会
（
交
通
費
千
円
、
射
撃
場
利
用
料

５
，
０
０
０
円
）
／
標
的
射
撃
・
狩
猟
は

誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
銃
の

所
持
も
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
猟
友
会

が
講
習
・
考
査
申
込
・
銃
の
購
入
等
お
手

伝
い
し
ま
す
／
戸
山
☎
787
─
５
９
４
６

■
会
員
募
集
『
あ
ゆ
み
書
道
』

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
13
時
30
分
～
15

時
30
分
／
桶
川
公
民
館
／
若
干
名
／
入
会

金
500
円
、
月
額
800
円
／
書
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
／
野
本

☎
774
─
１
６
６
６

■
「
ヨ
ガ
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
ス

マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
火
曜
日
（
第
５
週
は
休
み
）
13
時
30

分
～
15
時
／
加
納
公
民
館
和
室
／
２
～

３
人
／
月
額
２
，
０
０
０
円
／
今
の
体
力

を
保
つ
た
め
、
正
し
い
体
の
動
か
し
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
／
む
ら
か
み
☎
779
─
１
３

７
１

■
「
歴
史
と
文
学
」
受
講
生
募
集
『
歴
史

と
文
学
の
会
』

毎
月
第
１
水
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

／
さ
い
た
ま
文
学
館
／
６
ケ
月
分
６
，

０
０
０
円
、
途
中
入
会
に
限
り
残
り
月
数

（
１
ヶ
月
１
，
０
０
０
円
）
／
講
師
・
高

橋
千
劔
破
（
歴
史
評
論
家
・
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
副
会
長
）
／
福
田
☎
787
─
４
４
７
７

■
ヨ
ガ
実
践
『
木
曜
ヨ
ガ
』

毎
月
第
２
・
第
４
・
第
５
木
曜
日
／
勤
労

福
祉
会
館
／
月
額
１
，
５
０
０
円
※
第
５

あ
る
と
き
２
，
３
０
０
円
／
緩
や
か
な
ヨ

ガ
。
見
学
可
／
仁
科
☎
090
─
６
４
９
０
─

８
１
０
７

■
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

ロ
ッ
ク
他
）「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
∞
Ｃ
Ｅ
（
ビ
バ

ー
チ
ェ
）」

水
曜
日
①
18
時
～
19
時
②
18
時
～
19
時
30

分
③
19
時
～
20
時
30
分
／
東
公
民
館
／
月

額
①
２
，
８
０
０
円
②
３
，
２
０
０
円
③

３
，
６
０
０
円
／
小
中
学
生
～
大
人
※
幼

児
は
問
合
せ
／
初
心
者
～
経
験
者
。
楽
し

く
カ
ッ
コ
良
く
踊
ろ
う
。
見
学
・
体
験
無

料
（
１
回
）。（
メ
ー
ル
問
合
せ
）viva８

ce@
yahoo.co.jp

／
藤
井
☎
050
─
３

７
０
６
─
２
７
５
４

■
メ
ン
バ
ー
募
集
『
社
交
ダ
ン
ス 

す
ず

ら
ん
』

毎
週
金
曜
日
13
時
～
15
時
／
勤
労
福
祉
会

館
／
男
女
共
２
～
３
人
／
入
会
金
２
，

０
０
０
円
、
月
額
２
，
０
０
０
円
／
明
る

く
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
見
学
、
入
会

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
／
髙
橋
☎
773
─
９
７

４
７

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

　
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

4 月号の締め切りは、 2月 9日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

4 月号の締め切りは、 2月 9日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

■
投
稿
規
程
（
抜
粋
）

○
政
治
、
宗
教
、
営
利
、
個
人
活
動
な
ど
を
目

的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
度
２
回
ま
で

と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････

受講料無料
事前申込不要

かわむら じゅんこ

講師：川村　順子（小児救急看護認定看護師）
■日時： 2月17日（土）午後 1時～ 2時30分
■場所：北里大学メディカルセンター南館 2階AB会議室

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事務部総務課　048－593－1212（代表）
※人間ドッグのご予約・ご相談随時受け付けております。（健康管理センター）

後援：北本市、桶川市、鴻巣市
　　　各市老人クラブ連合会

北里大学メディカルセンター 市民講座
テーマ 子どもの病気・予防と看護　～急な病気やけがに備えよう！～

■
会
員
募
集
『
川
柳
二
川
会
』

毎
月
第
3
金
曜
日
13
時
～
15
時
30
分
／
さ

い
た
ま
文
学
館
3
階
研
修
室
1
／
5
人
／

出
席
者
月
額
1
，
２
０
０
円
、
投
句
の
み

月
額
600
円
／
講
師
は
全
日
本
川
柳
協
会
理

事
佐
藤
美
文
先
生
。
い
つ
で
も
何
処
で
も

川
柳
を
楽
し
く
詠
み
ま
し
ょ
う
／
須
田
☎

786
─
９
１
６
７



　

　

　 桶川市役所（仮設庁舎）

１月１日現在 対前月比

人口と世帯も
く
じ

　

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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■
平
成
30
年
・
2
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
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小
野
克
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／
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／
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１日発行

べに花の郷

月号

No.
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●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・いいトコみっけ隊

平成30年　桶川市成人式典の様子

　おけがわ「結婚を願う親との交流会」

まちの話題
　文化財を訪ねて―見てある記―
　フォトスケッチ
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸

暮らしの中の男女共同参画

健康ステーション

P19
　子育て広場 P20

P23

いっしょにDOですか？ P17

P23
P24
P27

P14
P16
P22
P28
裏表紙

特集 P02

P02

P04

P12

市県民税の申告のご案内

P05情報ステーション

P08　求職中で家賃の支払いにお困りでは
　ないですか

P05　児童発達支援センターいずみの学園
　の臨時職員を募集します

　「平和へのメッセージ実行委員」および
　「出演団体」を募集します

P15

75,234
37,389
37,845
31,851 ＋10

－8
＋1
－7 青 木 清 掃 株 式 会 社

目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第 号

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。
　　　　 　（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

桶川駅東口にあるイルミネーションは、
東中と加納中の美術部が描いた絵とＬＥＤ
で彩られているべに～ ほっこりするべに♪

桶川駅東口にあるイルミネーションは、
東中と加納中の美術部が描いた絵とＬＥＤ
で彩られているべに～ ほっこりするべに♪

47

月  日 医 療 機 関 名 診 療 科目 所在地 ＴＥＬ

2
　
月

4
日

栗 原 ク リ ニ ッ ク 内 / 循 / 小 桶川市 786-2168

伊 奈 病 院 内 / 外 伊奈町 721-3692

林 田 内 科 医 院 内 / 小 / 循 / 消 /リハ 北本市 048-592-7711

11
日

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

今 成 医 院 内 伊奈町 723-8280

福 音 診 療 所 耳 北本市 048-592-2862

12
日

桶川Ｋ・Ｎクリニック 麻 / 整 桶川市 787-7715

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

天 地 ク リ ニ ッ ク 内 / 小 / 胃 北本市 048-593-1762

18
日

朝 日 内 科 歯 科 医 院 内 / 小 / 消 桶川市 774-9385

伊 奈 病 院 内 / 外 伊奈町 721-3692

遠 井 医 院 内 / 小 / 循 北本市 048-591-2109

25
日

原田耳鼻咽喉科医院 耳 桶川市 787-5616

埼 玉 県 央 病 院 内 / 外 桶川市 776-0022

青 木 ク リ ニ ッ ク 内 / 循 / 呼 / 小 北本市 048-592-1033

北足立歯科医師会休日診療所

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～ 15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

救急電話相談・医療機関案内

☎ ＃7119
・急いで病院にかかる必要性や、

家庭での処置方法を看護師がア
ドバイスします。

・緊急に受診が必要なときに診療
可能な医療機関を案内します。

（歯科・精神科を除く）
■相談時間：24時間・365日
ダイヤル回線、ＩＰ電話、ＰＨＳ
の場合
☎048－824－4199

小児初期救急当番医

診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）

夜間可

夜間可

燃やせるごみ
古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

金属・
ガラス・
乾電池

その他

高崎線東側 1・5・8・12・15・
19・22・26 3・17 2・16 6・13・

20・27 9・23 21

高崎線西側 2・6・9・13・16・
20・23・27 10・24 5・19 1・8・

15・22 12・26 14

2 月のごみ収集日程表 ●環境センター（リサイクル推進課）☎728－1902

※第 2・第 4 土曜日の開庁では、「粗大ごみ」の持ち込みのみ受け付けます。
　（午前8時30分～11時30分）土曜日は、集積所に出せるごみは、受け付けていません。
※ごみは朝8時までに出しましょう。買い物はマイバッグを使用しましょう。
※レジ袋はごみ袋として使用できません。
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